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ＪＲから米子空港へのアクセスがますます便利に！

空港連絡橋完成！

空港連絡橋（横断歩道橋）の供用に

より、ＪＲ米子空港駅から米子空

港への距離は約250m。

この連絡橋は、屋根があるので雨

の日でも安心。ユニバールデザイ

ン仕様の昇降用エレベーターもあ

り、ますます便利になりました。



こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ　
ワ
ク
チ
ン
接
種

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
れ
ば
感

染
し
な
い
の
で
す
か
？

必
ず
接
種
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
す
か
？

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
症
状
が
重
く
な
っ
た
り
、

亡
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
防

ぐ
の
に
一
定
の
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
を
100
％

防
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種
で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

効
果
、
副
反
応
（
副
作
用
）
な

ど
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
医
師

と
も
ご
相
談
の
上
、
個
人
の
判

断
に
よ
り
接
種
を
し
て
く
だ
さ

い
。◆

優
先
的
に
接
種
で
き
る
方
々

と
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
目
安

（
２
回
接
種
の
場
合
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
、
当
面
確
保
で
き
る
ワ
ク
チ

ン
の
量
が
限
ら
れ
て
い
る
上
、
順

次
供
給
さ
れ
る
た
め
、
接
種
を
希

望
す
る
方
全
員
が
一
斉
に
接
種
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
接
種
に
あ
た
っ

て
は
国
が
優
先
順
位
を
設
定
し
、

症
状
が
重
く
な
っ
た
り
、
亡
く

な
っ
た
り
す
る
リ
ス
ク
が
高
い

方
を
優
先
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

優
先
的
に
接
種
で
き
る
方
々

と
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
目
安

は
、
下
の
図
①
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
、
国
の
判
断
で
、
接
種

回
数
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
変
更
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

優
先
接
種
対
象
外
の
方
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
流
行
状
況
、

接
種
状
況
、
供
給
量
を
ふ
ま
え
、

接
種
を
行
な
う
か
ど
う
か
判
断

さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■基礎疾患…慢性の呼吸器・心・腎・肝疾患、神経疾患、神経筋疾患、血液疾患、
　糖尿病、小児慢性疾患など
■妊婦、基礎疾患のある方、幼児（１歳～就学前）の保護者の方は、かかりつけ医
　にご相談の上、お申し込みください。基礎疾患のある方については一定の基準
　を満たす方のみが対象となります。

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い



◆
接
種
費
用

　

２
回
接
種
の
場
合
、
全
国
一
律

で
１
回
目
／
３
６
０
０
円
、
２

回
目
／
２
５
５
０
円
（
１
回
目

と
異
な
る
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
は
３
６
０
０
円
）
で
す
。

　

な
お
、
米
子
市
で
は
、
所
得

の
少
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
接

種
費
用
の
助
成
を
行
な
い
ま
す
。

◆
接
種
費
用
助
成
制
度

米
子
市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
対
象
者
と

助
成
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
接
種
費
用
助
成
対
象
者

優
先
接
種
対
象
者
の
う
ち
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
と
生
活
保
護
世
帯

の
方

■
助
成
額　

接
種
費
用
の
全
額

■
制
度
の
利
用
方
法
（
２
種
類
）

１
．
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
確
認
書
に
よ

る
方
法

　

接
種
費
用
助
成
対
象
の
方
（
一

部
の
方
を
除
く
）
に
は
、
12
月
初

旬
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
助
成
確
認
書
を
郵

送
し
ま
す
。「
確
認
書
」
が
届
い

た
方
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、接
種
医
療
機
関
に
「
確
認
書
」

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
接
種
費
用
助
成
対
象

の
方
の
う
ち
、
妊
婦
の
方
、
米
子

市
で
把
握
の
で
き
な
い
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
、
１
歳
未
満
の
小
児
の

保
護
者
の
方
、
転
入
な
ど
に
よ
り

米
子
市
に
課
税
資
料
が
な
く
非
課

税
の
確
認
が
で
き
な
い
方
の
い
る

世
帯
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
確
認

書
」
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

接
種
費
用
助
成
対
象
の
方
で
、

「
確
認
書
」
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
医
療
機
関
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
る
前
に
、
必
要
書
類
を
ご

持
参
の
上
、
申
請
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、「
確
認
書
」
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
書
類
（
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

※
申
請
は
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

本
人
、
ま
た
は
接
種
さ
れ
る
方
が

未
成
年
の
場
合
は
保
護
者
の
方
が

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
印
鑑

③
優
先
接
種
対
象
者
証
明
書
の
写

し
（
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
の
み
）

④
前
住
所
地
の
課
税
証
明
書
（
平

成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
米
子
市

へ
転
入
さ
れ
た
方
で
市
町
村
民
税

非
課
税
の
方
）

２
．
接
種
費
用
自
己
負
担
分
に
つ

い
て
の
助
成
金
を
申
請
す
る
方
法

接
種
費
用
を
自
己
負
担
さ
れ
た
接

種
費
用
助
成
対
象
の
方
は
、
必
要

書
類
を
ご
持
参
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、
助
成
金
を
振

込
み
い
た
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
書
類
（
免
許
証
、
健
康
保
険
証

な
ど
）

※
申
請
は
、
接
種
さ
れ
た
本
人
、

ま
た
は
接
種
さ
れ
た
方
が
未
成
年

の
場
合
は
保
護
者
の
方
が
行
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

②
領
収
書
（
原
本
）

③
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
済
証
の
写
し

④
印
鑑

⑤
申
請
者
本
人
の
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の

⑥
前
住
所
地
の
課
税
証
明
書
（
平

成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
米
子
市

へ
転
入
さ
れ
た
方
で
市
町
村
民
税

非
課
税
の
方
）

■
申
請
先　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
金
相

談
室
（
平
成
21
年
12
月
１
日
か
ら

受
付
を
開
始
し
ま
す
。）

場
所
：
市
役
所
第
２
庁
舎
１
階

電
話
：
23
―
５
５
６
０

次
ペ
ー
ジ
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
医
療
機

関
一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

優先接種の対象に該当すると思われる方は、か
かりつけ医に相談し、スケジュールと場所を確
認してください。かかりつけ医が接種医療機関
でない場合は、次ページの医療機関一覧表で接
種医療機関をご確認ください。

接種時に、スケジュールに合う対象者であるこ
とを示すための書類（右表参照）を準備してくだ
さい。

接種を実施する医療機関にワクチン接種を申し
込んでください。接種日時など、くわしくは接
種する医療機関に相談してください。

必要書類を持参し、接種します。
ワクチンの接種後には、接種部位が腫れるなど
の症状がでることがあります。気になる症状が
出たり長引いたりするときは、接種した医療機
関に相談してください。

＊提出に必要な書類

▼妊婦⇒「母子健康手帳」等

▼基礎疾患のある方⇒「優先接種対象者
　証明書（かかりつけ医発行）」等
※かかりつけ医で接種する場合は不要。

▼幼児（１歳～就学前）、小学校１～３年
　生⇒「母子健康手帳」または「各種健
　康保険被保険者証」等

▼１歳未満児の保護者⇒「母子健康手帳」
　または「各種健康保険被保険者証」「住
　民票」等（１歳未満児と同一世帯であ
　ることが確認できるもの）

▼小学校４年生～６年生・中学生・高校
　生・高齢者（65歳以上）⇒「各種健康
　保険被保険者証」、「学生証」、「運転免
　許証」、「住民票」等（高齢者は年齢を
　確認できるもの）



新型インフルエンザ　ワクチン接種医療機関
新型インフルエンザワクチンは、国と委託契約を結んだ医療機関で接種することができます。
ワクチン接種には予約が必要です。医療機関により接種できる時間帯、対象者が異なりますので、必ず電話をして確認の上、
予約等を行なってください。
■新型インフルエンザワクチン接種医療機関については鳥取県公式ウェブサイトにて随時新しい情報がご覧いただけます。
　⇒鳥取県公式ウェブサイト（新型インフルエンザ対策）　http://www.pref.tottori.lg.jp/dd.aspx?menuid=38866

医療機関名 所在地 TEL FAX
接種の範囲

医療機関名 所在地 TEL FAX
接種の範囲

自院の
入 院
患 者

自院の
通 院
患 者

一般の
来 院
患 者

自院の
入 院
患 者

自院の
通 院
患 者

一般の
来 院
患 者

赤ちゃんこどもクリニックしんざわ 新開5-1-9 39-2539 39-2541 ○ たじま医院 錦海町1-10-6 23-5800 31-5188 ○
安達医院 両三柳2048 22-9500 34-9434 ○ ○ たなか内科クリニック 浦津222-17 37-0700 37-0701 ○ ○
阿部クリニック 福市2276-1 39-7000 39-7800 ○ 田辺内科胃腸科医院 道笑町4-95 33-2010 33-8100 ○
安部内科医院 新開6-4-9 23-2555 23-2564 ○ 谷本こどもクリニック 榎原1888-3 26-3030 26-4510 ○ ○
石川内科胃腸科医院 義方町14-5 22-6620 22-8250 ○ 民本医院 旗ケ崎7-25-28 29-9611 29-9257 ○ ○
石田内科循環器科医院 夜見町1758-1 29-4343 ― ○ 辻田耳鼻咽喉科医院 河崎605-1 29-1187 29-1152 ○ ○
いしはら皮膚科クリニック 新開6-5-24 38-4112 38-4113 ○ ○ 堤消化器・内科クリニック 両三柳2300-1 39-2230 39-2231 ○ ○
井田レディースクリニック 東町228 32-3300 32-3301 ○ ○ ○ 常松医院 福市574-5 26-2100 26-2129 ○ ○
伊藤内科胃腸科医院 上福原3-3-73 22-2714 22-3346 ○ ○ 鳥取大学医学部附属病院 西町36-1 38-7145 38-7149 ○ ○
井上クリニック 東町138 32-5110 32-5152 ○ ○ 富長内科眼科クリニック 東福原5-12-19 35-3511 35-3512 ○ ○
井上内科医院 中島1-1-55 33-5036 33-5036 ○ 中井医院 旗ケ崎7-20-12 24-0029 24-0052 ○ ○
医療生協米子診療所 博労町3-80-1 34-1201 35-5023 ○ 永井整形外科医院 上後藤1-8-26 33-8866 22-8283 ○
医療生協おおたか診療所 尾高2740-1 27-9190 27-9205 ○ ながお整形外科クリニック 尾高904-3 37-0133 37-0132 ○
岩本医院 尾高3040-5 27-5581 27-5582 ○ なかしま耳鼻咽喉科医院 道笑町4-122-1 31-2088 31-1199 ○
うえます内科小児科クリニック 安倍38-2 48-1000 48-1111 ○ ○ 中曽産婦人科医院 西福原4-8-41 22-5360 33-2732 ○ ○
FOLとみます外科プライマリーケアクリニック 富益町3533-2 25-6600 25-6700 ○ ○ 永原医院 淀江町西原1029-41 56-5678 56-5676 ○ ○
大賀内科クリニック 西福原4-2-1 22-5220 22-5231 ○ 永見医院 久米町284-2 32-3166 32-3190 ○
太田医院 東町305 34-3098 34-3098 ○ ○ 中村医院 上後藤3-1-6 29-3795 29-6930 ○ ○
おおの小児科内科医院 西福原3-10-34 35-5611 35-5612 ○ 野口内科クリニック 角盤町4-5-2 22-6700 33-8661 ○
岡﨑内科医院 上福原2-17-20 34-7151 34-7153 ○ 野坂医院 上新印256-6 27-0610 27-5268 ○ ○
岡空医院 糀町1-25 22-2033 22-8356 ○ 野坂内科医院 博労町1-48-3 31-0707 31-0660 ○ ○
おかだ内科クリニック 夜見町3043-1 48-1750 48-1751 ○ ○ 博愛病院 両三柳1880 29-1100 29-6322 ○ ○ ○
越智内科医院 加茂町1-21 22-2503 23-2891 ○ ○ 旗ケ崎内科クリニック 旗ケ崎9-14-29 24-5188 24-5187 ○
面谷内科循環器科クリニック 昭和町71-1 38-1600 38-1606 ○ ○ 母と子の長田産科婦人科クリニック 上後藤8-5-1 29-3131 29-3133 ○ ○ ○
皆生温泉病院 皆生新田3-7-8 32-9119 32-3869 ○ ○ ○ 彦名クリニック 彦名町2856-3 29-0159 29-6808 ○ ○
皆生病院 新開4-5-1 22-3638 22-3638 ○ ひだまりクリニック 車尾南1-12-41 37-5188 37-5190 ○
梶谷医院 大崎3035 28-6667 28-8221 ○ ファミリークリニックせぐち小児科 西福原9-16-26 38-0780 38-0781 ○
加藤クリニック 皆生3-6-32 35-7000 35-7001 ○ 吹野内科消化器科小児科クリニック 米原7-1-45 33-5200 33-5290 ○ ○
鎌沢マタニティークリニック 熊党142-7 27-1355 27-3489 ○ ○ ふくいちクリニック 福市1668-7 26-6777 26-6778 ○ ○
上福原内科クリニック 上福原578-6 32-7550 32-7551 ○ ○ 藤井外科医院 奥谷1157 26-4181 26-4760 ○ ○ ○
川田内科医院 皆生温泉1-4-1 32-1878 32-1978 ○ ○ ふじせクリニック 両三柳5480 23-2255 23-2256 ○ ○
かわたに医院 車尾南1-8-30 35-8888 35-8899 ○ ○ 宝意内科医院 万能町16 22-2790 32-8076 ○ ○
キッズクリニックうめはら 皆生新田3-1-17 31-6020 31-6021 ○ 細田内科医院 角盤町3-169 22-5783 33-8903 ○ ○
木下内科医院 河崎987 29-9535 24-1981 ○ ○ 本田医院 八幡703-1 26-0155 26-1936 ○ ○
きむら小児科 皆生3-12-1 32-1757 32-1887 ○ 松浦診療所 東町163 22-2446 34-9693 ○ ○
木村内科医院 天神町2-35 33-1000 33-9500 ○ 松田内科クリニック 尾高862-18 27-9280 27-2216 ○
木村皮膚科クリニック 東福原3-8-58 33-9182 33-9183 ○ 松本医院 河崎1740-19 29-8181 29-8181 ○
錦海リハビリテーション病院 錦海町3-4-5 34-2300 34-2303 ○ ○ マリ医院 淀江町今津150 56-5111 56-5112 ○ ○ ○
久野内科医院 富益町2165-2 25-0055 ― ○ ○ ミオ･ファティリティ・クリニック 車尾南2-1-1 35-5211 35-5213 ○ ○
クリ内科胃腸科クリニック 西福原6-2-28 34-4811 34-4812 ○ ○ 都田内科医院 紺屋町133 22-5065 35-0880 ○ ○
健クリニック 中町 123-3 32-1123 32-0308 ○ ○ 三好内科医院 道笑町1-101 22-2870 22-2830 ○ ○
県立総合療育センター 上福原7-13-3 38-2155 38-2156 ○ ○ 森内科医院 石井699-1 26-4518 26-4518 ○ ○
小酒外科医院 福市1730-10 26-2266 26-4888 ○ ○ もりむら皮フ科クリニック 道笑町4-121 23-4112 35-4100 ○
小竹内科循環器クリニック 角盤町2-101-6 35-8757 35-8707 ○ 安田内科医院 二本木 539 27-1751 27-1751 ○
こどもクリニックかさぎ 中町76-2 22-2700 22-0034 ○ ○ やまがた整形外科クリニック 上福原1455-22 37-3700 37-3702 ○
坂口内科 尾高町112 32-1127 32-1226 ○ ○ 山口外科医院 夜見町2786-4 29-0355 24-4303 ○
さくま内科・脳神経内科クリニック 長砂町59-1 30-2000 30-2001 ○ ○ 山田内科医院 錦町1- 39 32-2355 32-2324 ○ ○
山陰労災病院 皆生新田1- 8-1 33-8181 22-9651 ○ ○ 山本整形外科医院 大篠津町1116 28-8026 28-5133 ○
清水皮膚科形成外科医院 角盤町4-23 32-1112 32-2029 ○ 山本泌尿器クリニック 車尾南1-8-32 31-8500 31-8501 ○
下山医院 上福原5-5-43 32-8252 34-6552 ○ 弓場医院 旗ケ崎2-12-10 34-3303 34-6630 ○ ○
循環器クリニック花園内科 東福原3-9-1 34-5111 32-0111 ○ ○ 弓ヶ浜診療所 富益町1128 25-6030 25-6031 ○
消化器クリニック米川医院 両三柳880-1 29-1170 24-0237 ○ ○ ○ 養和病院 上後藤3-5-1 29-5351 29-7179 ○ ○
白石医院 安倍129-3 24-0008 24-0002 ○ ○ 淀江クリニック 淀江町淀江682 56-6611 56-6616 ○ ○
真誠会セントラルクリニック 河崎580 29-0099 24-2369 ○ ○ ○ 米子医療センター 車尾4-17-1 33-7111 34-1580 ○ ○
新田外科胃腸科病院 中島2-1-46 33-1100 33-1159 ○ ○ ○ 米子中海クリニック 彦名町1250 24-1501 24-1502 ○ ○ ○
周防内科医院 上後藤7-3-27 29-2080 29-3569 ○ ○ 米子ハートクリニック 彦名町1480-3 30-0609 30-0612 ○ ○
菅村内科医院 東福原1-4-60 32-9613 32-9613 ○ ○ 米子東病院 淀江町佐陀2169 56-5232 56-5233 ○ ○ ○
住吉内科眼科クリニック 安倍200-1 30-0215 30-0228 ○ ○ 米子南クリニック 奥谷1135-7 39-7777 39-7778 ○ ○
高島病院 西町6 32-7711 23-3863 ○ ○ ○ 若原内科外科医院 三本松1-6-3 35-3272 35-3273 ○
瀧田整形外科医院 角盤町4-145-1 32-9121 35-9110 ○ 脇田産婦人科医院 中町123-5 33-1031 33-1095 ○ ○ ○
竹内医院 祇園町2-100 32-2161 34-6628 ○ ○ 渡辺内科医院 皆生温泉1-12-32 22-5601 22-5688 ○



12月 １月
備　　　考28日

（月）
29日
（火）

30日
（水）

31日
（木）

１日
（金）

２日
（土）

３日
（日）

４日
（月）

施
設
の
名
称

市役所（本庁・淀江支所） ○ 年末年始休日 ○ 死亡届などの戸籍届は、休み中でも宿直で受け付けます。

行政窓口サービスセンター ○ 年末年始休日 ○

水道局 ○ 年末年始休日 新しく水道を使う、使用を止めるときなどは休み中で
も水道局宿直（☎３２－６１１１）に届け出てください。

児童文化センター ○ 年末年始休日 ○

米子水鳥公園 ○ 休館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 開館時間は、P22「施設の催し」でご確認ください。

ふれあいの里 ○ 年末年始休日 ○

心身障害者福祉センター ○ 年末年始休日 ○

市立図書館 休館 年末年始休日 休館

西部広域火葬場「桜の苑」 ○ ○ ○ ○ 年始休日 ○ ○
可
燃
ご
み

の
収
集
日

月・木コース ○ 年末年始休日 ○ 不燃ごみ・資源物の収集日は、『ごみ分別収集カレン
ダー』でご確認ください。
■問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）

火・金コース ○ 年末年始休日

水・土コース（大和地区のみ） ○ 年末年始休日

ご
み
の
持
込
み

米子市クリーンセンター

○ ○ ○ 年末年始休日 ○

ごみを持ち込めるのは、午前８時30分～午後４時45分です。
なお、10㎏あたり 190円の処理手数料が必要です。指定ごみ袋や収集シールを使用して持ち込ま
れても、袋やシールの料金との相殺や返金はできませんのでご注意ください。
袋を使用する場合は指定ごみ袋以外の透明または半透明の袋（旧袋やレジ袋など）を使用してくださ
い。また、袋に入らないものには収集シールを貼らずに持ち込んでください。
12月31日は一般搬入はできません。
■問い合わせ　環境事業課（☎３０－０２７０）

西部広域リサイクルプラザ ○ 年末年始休日 ○ ■リサイクルプラザ（☎６８－４０７１）

し尿くみ取り
し尿のくみ取りは、12月29日（火）か
ら１月３日（日）まで休みます。
年末は申し込みが殺到しますので、お
早めに申し込みください。
※年末年始休業期間中に、緊急のし尿
のくみ取りを依頼されるときは、次の
連絡先まで電話してください。

くみ取り業者名 連 絡 先

㈲ 米 子 清 掃 ☎３３－１８２３

㈲みつわ衛生社 ☎２５－１０１３

㈲ 二 宮 清 掃 ☎２８－７６２５

㈲いけまつ環境
☎ 090-7897-7569
☎ 090-2000-7980
☎ 090-1012-7989

㈲ い づ は ら ☎２４－０５６８

㈲ 淀 江 清 掃 社 ☎５６－５５８０

■問い合わせ
　環境政策課（☎２３－５３００）

環境政策課からのお知らせ
12月は大気汚染防止推進月間

・地球温暖化防止月間です
冬は暖房器具の使用や交通量の増加などの影響により、大気の状態が最も
悪くなる季節です。大気汚染の原因となる窒素酸化物や地球温暖化の原因
となる二酸化炭素などの温室効果ガスの排出削減に取り組みましょう。
市民の皆さん、アイドリング・ストップを心掛けたり、暖房の温度を１度
低くしたりするなど、地球環境にやさしいエコライフに努めましょう。

廃棄物（ごみ）の野外焼却は
法律で禁止されています

屋外で木くずや紙などのごみを焼却する行為は、大気環境や周辺の生活環
境に悪影響を及ぼします。このため、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
の中で、法令で認められているものを除き、廃棄物の野外焼却は禁止され
ており、違反者に対しては、厳しい罰則が定められています。家庭から出
たごみは、市の収集日に出すほか再利用に努めましょう。

油漏れに注意しましょう
冬は暖房器具への給油など油を扱う機会が多くなります。器具や配管は定
期的に点検したり、給油中に離れないなど油漏れに注意しましょう。
■事故のときの連絡先　消防署、河川管理者、または市役所環境政策課（☎
２３－５２５７）



　

米
子
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
・

ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
役
所
庁
舎
内
や
各
公
民

館
な
ど
に
市
政
提
案
箱
を
設
置

し
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
市
長
に
ひ
と
こ
と
」
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
ご
み
・
環
境
、

ま
ち
づ
く
り
、
図
書
館
の
開
館

時
間
や
だ
ん
だ
ん
バ
ス
の
ル
ー

ト
変
更
な
ど
158
件
の
貴
重
な
ご

意
見
・
ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な

も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
報
課

（
☎
23
―
５
３
７
２
）

【
提
案
】

何
も
持
た
ず
に
犬
を
散
歩
し
て
い

る
人
を
毎
日
の
よ
う
に
見
か
け
ま

す
。
歩
道
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い

い
ほ
ど
、
糞
が
有
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
に
は
何
か
罰
則
で
も
与

え
ら
れ
な
い
も
の
か
、
市
の
条
例

な
り
、
何
か
良
い
方
法
が
な
い
か

考
慮
願
い
た
い
。
啓
発
文
書
を
各

戸
配
布
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】

犬
の
糞
害
に
つ
い
て
の
対
策
と
し

て
、「
フ
ン
は
後
始
末
を
」
と
書
か

れ
た 【
の
ぼ
り
】
や
【
啓
発
用
シ
ー

ル
】
を
作
成
し
、
地
域
に
配
布
し
、

モ
ラ
ル
の
向
上
及
び
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
米
子
市
み
ん
な
で
き
れ
い

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
平
成
19
年
７
月
１
日
に
制
定
し
、

犬
猫
等
の
糞
の
放
置
の
禁
止
を
定

め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
予
防
注
射
の
接
種
会
場
、

環
境
フ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
、【
犬
の
フ
ン
処
理
袋
】
を
飼

い
主
に
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
広

報
よ
な
ご
に
お
い
て
も
定
期
的
に

掲
載
し
、
ま
た
、
啓
発
文
書
な
ど

を
配
布
し
、
住
民
周
知
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
19
年
度
条
例
制
定
済
み
）

【
提
案
】

県
庁
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
で
５
千
円

近
く
の
節
電
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

１
か
月
で
約
20
日
実
行
す
れ
ば
、

10
万
円
の
節
約
。
１
年
間
で
120
万

円
で
す
。
米
子
市
役
所
で
も
続
け

て
ほ
し
い
。

【
回
答
】

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
家
庭
の
電

気
を
消
し
て
も
ら
う
「
Ｃ
O2
削
減 

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、
７
月
７
日

に
は
、
市
役
所
本
庁
舎
及
び
第
２

庁
舎
、山
陰
歴
史
館
、米
っ
子
像
（
米

子
駅
前
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）
の
市
立

施
設
を
消
灯
し
ま
し
た
。
こ
の
日

に
は
、
電
力
削
減
量
（
推
定
）
834

キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
図
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

米
子
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
を
行
な

い
、
光
熱
費
な
ど
の
削
減
や
ノ
ー

残
業
デ
ー
な
ど
の
取
組
み
の
徹
底
、

更
に
は
職
員
の
環
境
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
の
取
組
み
を
行
な
っ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
み
が

徹
底
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市

の
経
費
が
削
減
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
21
年
度
も
実
施
済
）

平成20年度　市政提案の状況
提 案 苦 情 問合せ 合 計

行 政 一 般 39 11 9 59
生 活 ・ 環 境 19 8 0 27
福 祉・ 保 険・ 医 療 12 9 2 23
商 工 ・ 観 光 7 1 0 8
建 設 ・ 土 木 5 5 1 11
教育・文化・スポーツ 14 13 3 30

合 計 96 47 15 158



【
提
案
】

米
子
の
活
性
化
に
は
ま
ず
人
が
輝

け
る
場
所
を
作
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

商
店
街
に
自
然
に
流
れ
て
い
く
よ

う
な
催
し
物
の
企
画
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
回
答
】

米
子
市
で
は
、
平
成
16
年
度
に｢

元
町
パ
テ
ィ
オ｣

を
整
備
し
ま
し

た
が
、
こ
の
広
場
を
多
く
有
効
活

用
し
て
い
た
だ
き
、
賑
わ
い
を
増

進
す
る
よ
う
商
店
街
、
関
係
者
な

ど
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
賑
わ
い
創
出
の
た
め
各
種

補
助
制
度
を
設
け
て
お
り
、
賑
わ

い
や
輝
く
場
所
な
ど
の
創
出
に
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
提
案
の
あ
り
ま
し
た
点
を
含
め
、

米
子
市
で
は
中
心
市
街
地
活
性
化

に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
機

能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
ま
っ
て
、

暮
ら
し
や
す
く
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市

民
や
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
主
体

的
な
取
組
み
と

連
携
し
、
中
心

市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
20
年
度
策
定
済
）

【
提
案
】

市
立
図
書
館
に
つ
い
て
で
す
が
、

開
館
時
間
を
午
前
９
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
に
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】

図
書
館
の
開
館

時
間
に
つ
い
て

は
、
現
運
営
体

制
で
の
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
を
充

実
す
る
た
め
、

平
成
19
年
度
か

ら
開
館
時
間
を
午
前
９
時
か
ら
10

時
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
６
月
か
ら
９
月
の
夏
期
の

期
間
に
お
い
て
、
金
曜
日
に
午
後

８
時
ま
で
の
開
館
時
間
延
長
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
開
館
時
間
及
び

時
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
利
用
状

況
な
ど
を
見
な
が
ら
必
要
に
よ
り

検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
一
部
開
館
時
間
延
長
を
実
施
済
）

【
提
案
】

一
方
向
し
か
な
い
だ
ん
だ
ん
バ
ス

で
す
が
、
反
対
方
向
の
便
を
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

逆
ル
ー
ト
の
新

設
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
方

か
ら
ご
要
望
を

い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
現
行

の
バ
ス
２
台
か
ら
増
便
す
る
場
合

は
、
運
行
赤
字
の
増
大
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
や
、
２
台
の
う
ち
１
台

を
逆
ル
ー
ト
で
運
行
し
た
場
合
で

も
ル
ー
ト
ご
と
の
運
行
間
隔
が
長

く
な
り
、
す
べ
て
の
利
用
者
の
利

便
性
が
向
上
す
る
と
は
必
ず
し
も

言
え
な
い
た
め
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　【
提
案
】

市
役
所
を
休
日
に
開
け
て
ほ
し
い
。

特
に
個
人
情
報
の
問
題
等
あ
り
、

本
人
が
行
け
ず
、
代
理
人
が
行
く

時
の
記
入
書
類
の
量
、
訪
問
回
数

の
多
さ
は
、
本
当
に
困
り
も
の
で

す
。

日
曜
日
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
土
曜

日
だ
け
で
十
分
で
す
。

【
回
答
】

市
役
所
を
土
曜
日
に
開
庁
し
て
ほ

し
い
と
の
ご
要
望
で
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
土
曜
日
及
び
日
曜
日
の

開
庁
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
米
子
市
公
会
堂
内
の
「
行
政

窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に
お

い
て
、
土
曜
日
、
日
曜
日
に
つ
い

て
も
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
、
所
得
証
明
書
等
の
発
行

業
務
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
提
案
】

各
種
証
明
の
発
行
の
際
、
本
人
確

認
の
た
め
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
コ

ピ
ー
や
年
金
証
明
の
コ
ピ
ー
で
は
、

な
ぜ
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

本
人
確
認
に
つ
い
て
で
す
が
、
市

民
課
を
は
じ
め
各
種
証
明
書
及
び

届
出
の
受
付
の
際
に
は
、
窓
口
に

来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
を
し
て

お
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
の
受
付
の
本

人
確
認
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
及

び
戸
籍
法
に
基
づ
き
書
類
な
ど
の

原
本
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
人
確
認
は
な
り
す
ま
し
を
防
止

す
る
上
で
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

今
後
と
も
ご
協

力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。



　

本
市
で
は
、
平
成
17
年
度
の

時
点
に
お
い
て
、
平
成
21
年
度

ま
で
の
５
年
間
の
財
政
推
計
を

行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
約
45
億
円

の
累
積
赤
字
が
発
生
す
る
見
込

み
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
赤
字
団
体

に
転
落
し
て
し
ま
う
」
と
い
う

危
機
感
か
ら
、
平
成
18
年
３
月

に
「
行
財
政
改
革
大
綱
・
実
施

計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い

て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
行
財
政
改
革
の
取

組
み
の
概
要
に
つ
い
て
、「
広
報

よ
な
ご
12
月
号
」
と
「
広
報
よ

な
ご
１
月
号
」
の
２
号
に
わ
た
っ

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
取
組
状
況
◆

　

行
財
政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、

全
実
施
項
目
（
163
細
目
）
に
お
け

る
実
施
率
が
91
・
４
％
、
財
政
効

果
額
が
約
73
億
円
の
見
込
み
と
な

り
、
概
ね
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
電
子
市
役
所
の
推
進
や

収
納
対
策
な
ど
、
一
部
の
項
目
で

未
実
施
や
目
標
の
未
達
成
が
あ
り

ま
し
た
。

◆
財
政
効
果
額
の
状
況
◆

　

こ
の
５
年
間
の
財
政
効
果
額
で

は
、
人
件
費
の
削
減
、
収
納
対
策

と
自
主
財
源
の
確
保
、
受
益
者
負

担
の
見
直
し
な
ど
を
中
心
に
、
着

実
な
効
果
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

表
１
は
、
当
初
計
画
に
お
け
る

財
政
効
果
額
の
計
画
額
と
実
績
見

込
み
額
で
す
。

　

一
般
会
計
の
財
政
効
果
額
は
約

73
億
円
と
な
り
、
計
画
策
定
時
の

約
47
億
円
を
大
き
く
上
回
り
ま
し

た
。
特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

も
含
め
た
す
べ
て
の
行
財
政
改
革

の
財
政
効
果
額
も
約
93
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●　
　
　

●　
　
　

●

　

こ
の
よ
う
に
、
行
財
政
改
革
に

よ
っ
て
当
初
の
見
込
み
を
上
回
る

財
政
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革

や
平
成
20
年
秋
か
ら
の
世
界
的
な

景
気
動
向
の
変
化
は
、
本
市
の
財

政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　

三
位
一
体
の
改
革
で
は
、
当
初

に
地
方
自
治
体
が
期
待
し
た
ほ
ど

の
税
財
源
委
譲
が
進
ま
な
い
中
で
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減

や
地
方
交
付
税
の
一
体
的
な
見
直

し
が
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
の
貯
金
に
相
当
す
る
財
政
調

整
基
金
の
額
は
、
平
成
16
年
度
の

約
４
億
円
に
対
し
て
、
平
成
20
年

度
は
約
５
億
円
で
あ
り
、
依
然
と

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す

―
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
成
果
―

区分 163細目の内訳 実施率
実施済・

達成済 140細目
149細目

91.4％実施見込・
達成見込 9細目

未実施・
未達成 14細目



し
て
枯
渇
状
況
が
改
善
さ
れ
て
お

ら
ず
、
平
成
21
年
度
予
算
に
お
い

て
も
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
財
政
効
果
は
、
こ
の
間
の
収
支

不
足
解
消
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
が
、
本
市
の
財
政
運
営
に
ゆ

と
り
を
も
た
ら
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

◆
人
件
費
の
削
減
◆

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
「
米

子
市
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定

し
、
平
成
22
年
４
月
ま
で
の
５
年

間
で
、
57
人
以
上
の
人
員
を
削
減

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
18
年
度
以
降
に

学
校
給
食
調
理
業
務
、
ご
み
分
別

収
集
業
務
な
ど
の
民
間
委
託
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
退
職
者
の

不
補
充
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
表
３
に
示
す
と

お
り
、
平
成
17
年
４
月
現
在
の
職

員
数
919
人
を
平
成
21
年
４
月
現
在

ま
で
に
854
人
と
し
、
65
人
の
削
減

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
数
値

に
よ
る
類
似
団
体
（
人
口
や
産
業

構
造
が
同
様
の
自
治
体
）
39
市
と

の
比
較
で
は
、
人
口
千
人
当
た
り

の
職
員
数
が
、
類
似
団
体
平
均
の

７
・
82
人
に
対
し
て
、
５
・
27
人

と
な
り
、
類
似
団
体
の
中
で
は
最

少
人
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
給
与
の
総
額
も
表
４

に
示
す
と
お
り
、
職
員
の
給
料
表
の

見
直
し
や
給
与
カ
ッ
ト
、
特
殊
勤
務

手
当
の
見
直
し
、
特
別
職
の
報
酬
の

見
直
し
な
ど
を
推
進
し
た
こ
と
に
よ

り
、
減
少
し
て
い
ま
す
。

財政効果額の考え方
仮に行財政改革を実施しなかった
場合と実施後の比較によって算出
した額です。
具体的には、平成16年度決算額と
平成17年度から平成21年度まで
の各年度の実施後の額を比較算出
し、５年間分を累計しています。

◆
事
務
事
業
の
見
直
し
◆

▼
民
間
委
託
等
の
推
進

　

本
市
で
は
、平
成
18
年
度
に
「
米

子
市
民
間
委
託
等
推
進
計
画
」
を

策
定
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
67
人
役

以
上
に
相
当
す
る
事
務
事
業
の
民

間
委
託
等
を
実
施
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
学
校
施
設
管
理
業
務
、

学
校
給
食
調
理
業
務
、
保
育
所
調

理
業
務
、
公
用
車
運
転
業
務
、
ご

み
分
別
収
集
業
務
な
ど
の
民
間
委

託
等
を
積
極
的
に
推
進
し
た
こ
と

に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
ま
で
に

職
員
141
人
役
に
相
当
す
る
事
業
に

つ
い
て
民
間
委
託
等
を
実
施
し
ま

し
た
。

▼
指
定
管
理
者
制
度
の
適
用

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
公
の
施
設

の
管
理
・
運
営
に
民
間
事
業
者
の

参
入
を
認
め
る
「
指
定
管
理
者
制

度
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ

り
、
平
成
21
年

度
で
は
、
市
の

62
施
設
に
つ
い

て
指
定
管
理
者

制
度
を
適
用
し

ま
し
た
。

▼
外
郭
団
体
の
改
革

　

指
定
管
理
者
制
度
の
適
用
に
よ

る
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
選

定
結
果
や
、
米
子
ゴ
ル
フ
場
の
経

営
見
直
し
、
弓
ヶ
浜
わ
く
わ
く
ラ

ン
ド
事
業
見
直

し
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
外
郭

団
体
の
廃
止
等

の
経
営
改
善
を

推
進
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
18
年
３
月

に
財
団
法
人
米
子
市
公
園
協
会
と

財
団
法
人
米
子
市
福
祉
事
業
団
が
、

平
成
18
年
12
月
に
は
財
団
法
人
米

子
勤
労
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
解

散
し
ま
し
た
。

▼
事
務
事
業
の
縮
小
・
廃
止

　

各
種
扶
助
事
業
の
見
直
し
を
は

じ
め
、
市
営
葬
儀
事
業
の
廃
止
や

市
税
前
納
報
奨
金
制
度
の
廃
止
、

集
中
管
理
の
推
進
に
よ
る
部
用
自

動
車
の
年
次
的
削
減
な
ど
、
事
務

事
業
の
抜
本
的
見
直
し
を
推
進
し

ま
し
た
。

（
広
報
よ
な
ご
１
月
号
へ
続
く
）

■
問
い
合
わ
せ

行
政
経
営
課
（
☎
23
―
５
３
０
６
）



米子市の家計簿
（平成21年９月末現在）

米子市では、市の財政がどのように運営されているかをお知らせするために、財政状況を公表しています。
今回は、平成21年４月から９月までの財政状況を公表します。　　■問い合わせ　財政課（☎２３－５３２２）

【歳入】 予算額 収入済額 収入率 前年同期
市 税 190億1,762万円 108億4,867万円 57.0％ 59.0％

国・県からの交付金等 227億7,657万円 95億2,426万円 41.8％ 47.9％
市の借入金 52億6,138万円 0円 0.0％ 3.0％
その他 74億6,081万円 26億4,730万円 35.5％ 22.8％
合 計 545億1,638万円 230億2,023万円 42.2％ 45.2％

【歳出】 予算額 支出済額 支出率 前年同期
民 生 費 163億6,612万円 63億5,059万円 38.8％ 39.2％
公 債 費 94億7,297万円 38億4,619万円 40.6％ 43.9％
総 務 費 87億4,558万円 34億3,730万円 39.3％ 41.0％
教 育 費 55億4,542万円 13億4,492万円 24.3％ 41.2％
土 木 費 47億7,496万円 5億7,105万円 12.0％ 15.9％
商 工 費 45億4,028万円 35億2,622万円 77.7％ 83.9％
衛 生 費 29億4,606万円 9億 205万円 30.6％ 32.0％
そ の 他 21億2,499万円 7億2,767万円 34.2％ 36.3％
合 計 545億1,638万円 207億 599万円 38.0％ 41.7％

予算額 収入済額 収入率 前年同期 支出済額 支出率 前年同期
国 民 健 康 保 険 事 業 147億8,366万円 44億9,869万円 30.4％ 37.7％ 60億6,650万円 41.0％ 44.4％
南 公 園 事 業 718万円 3,371万円 469.5％ 461.2％ 187万円 26.0％ 18.4％
住 宅 資 金 貸 付 事 業 2億6,851万円 807万円 3.0％ 6.3％ 2億2,348万円 83.2％ 94.1％
土 地 取 得 事 業 1,543万円 0円 0％ 0％ 771万円 50.0％ 50.0％
下 水 道 事 業 93億4,679万円 7億 86万円 7.5％ 14.0％ 35億6,852万円 38.2％ 48.0％
高齢者住宅整備資金貸付事業 57万円 732万円 1,284.2％ 917.9％ 27万円 47.4％ 47.4％
老 人 保 健 事 業 1億3,362万円 1,155万円 8.6％ 80.3％ 368万円 2.8％ 98.7％
駐 車 場 事 業 6億4,649万円 3,621万円 5.6％ 5.9％ 5億3,756万円 83.2％ 82.0％
農 業 集 落 排 水 事 業 8億3,133万円 6,112万円 7.4％ 7.6％ 4億2,582万円 51.2％ 48.7％
流通業務団地整備事業 40億6,331万円 2,211万円 0.5％ 0.6％ 39億5,030万円 97.2％ 93.8％
市 営 墓 地 整 備 事 業 1億2,606万円 1,074万円 8.5％ 10.3％ 1億 239万円 81.2％ 75.1％
介 護 保 険 事 業 100億7,708万円 44億 79万円 43.7％ 42.7％ 45億 338万円 44.7％ 42.9％
市 営 墓 苑 事 業 224万円 871万円 388.8％ 200.7％ 74万円 33.0％ 9.7％
後 期 高 齢 者 医 療 14億6,357万円 4億8,979万円 33.5％ 32.1％ 4億6,877万円 32.0％ 30.7％

市有財産の状況 市の借入金現在高 一時借入金の状況
（９月末現在）建 物 547,456㎡ 一般会計 674億4,815万円

土 地 7,837,083㎡ 特別会計 523億9,943万円 一般会計 17億円
有価証券 4億2,917万円 ※市民1人当たりの借入金（一般会計のみ） 特別会計 30億円
基 金 25億9,324万円 452,384円

水道事業会計 工業用水道事業会計
【予算の執行状況】　　　■問い合わせ　水道局（☎ 32－6111） 【予算の執行状況】　　■問い合わせ　商工課（☎ 23ー5219）

区分 予算額 執行額 執行率 前年同期 区分 予算額 執行額 執行率 前年同期
収益的
収 支

収入 36億2,277万円 16億6,126万円 45.9％ 49.0％ 収益的
収 支

収入 1,957万円 997万円 50.9％ 50.6％
支出 34億8,464万円 13億4,038万円 38.5％ 43.3％ 支出 1,957万円 840万円 42.9％ 41.8％

資本的
収 支

収入 9億 667万円 4,435万円 4.9％ 20.8％ 資本的
収 支

収入 1,000万円 500万円 50.0％ 50.0％
支出 21億5,681万円 6億8,769万円 31.9％ 31.2％ 支出 0円 0円 0％ 0％

◆財政用語の解説◆
歳入…１年間に市に入ってくるすべて
の収入
歳出…１年間に市が行なうすべての支出
一般会計…市の収入や、市が行なう仕
事に必要な費用などのお金の処理をま
とめて行なうための会計
特別会計…国民健康保険事業や下水道
事業などのように、保険料や使用料な
どの収入で運営する事業について、そ
の事業に係るお金の流れを分かりやす
くするために、一般会計とは別に設け
られた会計
基金…特定の目的のために積み立てた
資金などのことで、一般家庭でいうと
貯金

【歳入・
歳出】

水道事業の平成21年９月末の給水人口は 18万8,700人、給水戸数は７万2,255戸でした。また、この半年間の配水量は 1,235
万6,224立法メートルで、前年同期に比べて 1.4％減少しました。
工業用水道事業のこの半年間の配水量は 32万9,400立方メートルでした。



　

何
か
と
慌あ

わ

た
だ
し
い
年
末
年
始
は
、
つ
い

安
全
確
認
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
な
ど
し
て
、

交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
家
族
み

ん
な
が
年
末
を
無
事
故
で
過
ご
し
、
笑
顔
で

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
身
近

に
潜ひ

そ

ん
で
い
る
事
故
の
危
険
に
つ
い
て
、
一

人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
理
解
し
、
予
防
策
を

し
っ
か
り
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
転
車
利
用
者
・
歩
行
者
の
た
め
の
予
防
策

◆
夜
間
の
外
出
時
は
、
ラ
イ
ト
点
灯
や
夜
光

　

反
射
材
を
装
備
・
着
用
す
る

◆
夜
間
の
横
断
は
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
に

　

く
い
の
で
、
車
が
通
り
す
ぎ
る
ま
で
待
つ

◆
自
宅
近
く
で
も
油
断
を
せ
ず
に
安
全
確
認

　

す
る

◆
青
信
号
で
も
交
差
点
全
体
を
見
渡
し
周
囲

　

に
目
配
り
す
る

◆
信
号
が
な
い
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止

　

し
、
交
差
車
両
の
有
無
を
確
認
す
る

◆
歩
道
を
通
行
中
で
も
周
囲
の
車
に
目
配
り

　

す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
予
防
策

◆
安
全
速
度
を
守
る

◆
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認
を
す
る

◆
薄
暮
時
に
は
早
期
ラ
イ
ト
点
灯
を
す
る

◆
車
の
流
れ
を
よ
く
見
て
先
々
の
交
通
の
状

況
判
断
を
す
る

◆
右
折
・
左
折
の
と
き
は
、
横
断
中
の
歩
行

者
や
自
転
車
に
注
意
し
て
運
転
す
る

◆
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

◆
運
転
中
は
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
い
。

◆
帰
省
な
ど
で
遠
出
を
す
る
時
は
、
天
気
予

報
や
道
路
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
車
の
冬
装

備
を
整
え
て
お
く

◆
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

出
か
け
る
と
き
は
時
間
に
ゆ
と
り
を
も

ち
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
☎
23
―
５
３
３
９
）

　

先
月
号
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
意
見
の
検
討
・
分
析
結
果
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
現
在
、
検
討
委

員
会
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
、「
条
例
の
素
案
」
づ
く
り
の
具
体

的
な
作
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
開
催
し
た
会
議
で
は
、
ま
ず
、
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、「
条
例

の
骨
子
」
を
つ
く
る
た
め
に
、
条
例
に
盛
込

み
た
い
具
体
的
な
項
目
を
委
員
が
寄
せ
合
い

ま
し
た
。
続
い
て
、
８
月
か
ら
11
月
の
会
議

で
は
、今
後
の
作
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、

「
米
子
の
理
想
像
」、「
条
例
の
位
置
付
け
」

と
い
う
条
例
の
大
き
な
柱
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
は
、
こ
の
基
本
的
な
考
え
方

に
沿
っ
て
、
具
体
的
に
条
例
に
盛
込
む
項
目

の
整
理
・
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
当
面
、

こ
の
作
業
は
、
委
員
会
内
部
の
専
任
グ
ル
ー

プ
が
作
業
を
行
な
い
ま
す
が
、
随
時
、
検
討

委
員
会
を
開
催
し
、
全
体
的
な
合
意
を
得
な

が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
会
議
を
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

検
討
委
員
会
の
会
議
は
、
平
日
の
夜
間
に

開
催
さ
れ
、
誰
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
結
果
を
そ
の
都
度
、
米
子
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
委
員
会
の
会
議
日
程
に
つ
い
て
は
、
直
接

お
電
話
で
問
合
わ
せ
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）　　
shim

in-jichi475@
yonago-city.jp

米
子
市
民
自
治
基
本
条
例
検
討
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

条
例
素
案
づ
く
り
の
作
業
が

進
ん
で
い
ま
す



平
成
22
年
度
か
ら
、
住
民
税
の
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）
が
変
わ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

所
得
税
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
い
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額

の
あ
る
方
で
、
次
の
年
に
入
居
さ

れ
た
方

▼
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
ま

で
に
入
居
さ
れ
た
方

こ
れ
ま
で
は
、
税
額
控
除
申
告

書
の
提
出
が
必
要
で
し
た
が
、

平
成
22
年
度
（
平
成
21
年
分
）

以
降
は
原
則
と
し
て
市
へ
の
申

告
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
21
年
か
ら
平
成
25
年
ま

で
に
入
居
さ
れ
た
方

※
特
定
増
改
築
等
に
係
る
住
宅

借
入
金
等
の
金
額
は
な
か
っ
た

も
の
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で

に
入
居
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

所
得
税
で
控
除
期
間
を
15
年
に
延
長

す
る
特
例
の
選
択
が
設
け
ら
れ
て
い

る
た
め
、
住
民
税
か
ら
控
除
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
控
除
額　

次
の
①
と
②
の
い
ず

れ
か
小
さ
い
額

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可

能
額
の
う
ち
所
得
税
に
お
い
て
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

②
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等

の
５
％
（
上
限
９
万
７
５
０
０
円
）

■
手
続
き

年
末
調
整
や
確
定
申
告
書
で
の
所

得
税
に
お
け
る
税
額
控
除
額
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
記
載
内
容
）
で
計
算

し
ま
す
の
で
、
市
へ
の
申
告
は
不
要

で
す
。

※
事
業
所
か
ら
提
出
さ
れ
る
給
与

支
払
報
告
書
や
確
定
申
告
書
に
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
や

居
住
開
始
年
月
日
等
の
記
載
が
な

い
場
合
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
変
わ
り
ま
す

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
市
へ
の
申
告
が
不
要
と
な
り
ま
す

住民税や所得税等の申告相談
住民税や所得税等の申告相談を米
子税務署と合同で実施します。
■と き
平成22年２月10日（水）～３月15日（月）
■ところ　米子コンベンションセンター
■問い合わせ
市役所市民税課（☎２３－５１１４）
米子税務署（☎３２－４１２１）

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

　

ま
ち
な
か
中
心
市
街
地
活
性
化

の
目
標
の
ひ
と
つ
に
、「
住
み
た
く

な
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
生
活
利
便
性
の
高
い
中

心
市
街
地
の
特
性
を
活
か
し
て
、

ま
ち
な
か
居
住
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
併
設
さ
れ
た
民
間
賃

貸
住
宅
が
、
順
次
オ
ー
プ
ン
し
て

い
き
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
来
春
開
設
予
定

「
に
し
く
ら
の
家
」（
西
倉
吉
町
） 

「
コ
コ
灘
町
」（
灘
町
１
丁
目
）

▼
再
来
春
開
設
予
定

「
シ
ニ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
こ
う
や
ま

ち
壱
号
館
（
仮
称
）」（
紺
屋
町
）

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ち

な
か
の
住
居
を
確
保
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
誰
も
が
住
み
や
す
い

環
境
の
整
備
を
図
り
、
便
利
で
暮

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

商
店
街
連
携
コ
ン
セ
ン
サ
ス

形
成
事
業
を
行
な
い
ま
す

　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
目
指

し
て
、
商
店
街
で
も
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
で
は
、

「
商
店
街
連
携
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形

成
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備
方
針

や
景
観
に
配
慮
し
た
統
一
感
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
調
査

や
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
検
討
な
ど
を
行
な
い
、
商
店

街
の
将
来
像
を
模
索
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
（
米

子
商
工
会
議
所
内
／
☎
22
―

５
１
３
１
）

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
（
米

子
市
役
所
／
☎
23
―
５
３
５
６
）

応募方法・掲載基準など、くわしくは「米子市ホームページ」に掲載しています。

広告主を募集します
■平成22年度納税通知書送付用封筒

▼作成枚数　138,000枚

▼広告の場所　封筒裏面を４分割して掲載します。

▼広告のサイズ
　１枠…たて 5.5センチ、よこ 7.5センチ

▼広告掲載料　１枠…130,000円

▼募集期間　　12月18日（金）まで

▼申込・問い合わせ　市民税課（☎２３－５１１１）

■ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・国保ガイド

▼作成部数　83,000部

▼広告の場所　４月・６月・８月・10月・12月・２月のカレン
ダー下部に、広告を２枠ずつ掲載します。

▼広告のサイズ　１枠…たて 2.5センチ、よこ 13.5センチ

▼広告掲載料　１枠40,000円

▼募集期間　12月28日（月）まで

▼申込・問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）



地デジの準備をお願いします！

地デジ説明会
これまで放送を続けてきたアナログ放送は平成23年７月24日
までに終了し、地上デジタル放送に完全移行します。
皆さんに地上デジタル放送を楽しんでいただくために、公民館
などで説明会を開催します。お近くの会場にお越しください。
入場は無料です。事前申込の必要はありません。定員になりま
したら、受付を締め切らせていただきます。
１月までに、市内の全地域で説明会を開催します。会場などく
わしくは「広報よなご１月号」でお知らせします。

会 場 定員 実施日 開始時刻
彦 名 公 民 館 50 12月１日（火） 説明会を午前11時

からと、午後２時
から行ないます。
説明会は１時間程
度です。
＊ふれあいの里の
午後の部は、午後
１時30分から行な
いますので、ご注
意ください。

啓 成 公 民 館 60 12月３日（木）
ふれあいの里 40 12月４日（金）

義 方 公 民 館 70
12月６日（日）、
12月13日（日）

夜 見 公 民 館 50 12月７日（月）
富 益 公 民 館 60 12月８日（火）
崎 津 公 民 館 60 12月11日（金）

住 吉 公 民 館 60
12月13日（日）、
12月19日（土）

和 田 公 民 館 60 12月14日（月）
加 茂 公 民 館 40 12月16日（水）
河 崎 公 民 館 60 12月18日（金）
大篠津公民館 60 12月18日（金）
車 尾 公 民 館 60 12月20日（日）
福生東公民館 60 12月21日（月）

■地上デジタル放送に関する問い合わせ
　総務省　鳥取県テレビ受信者支援センター（デジサポ鳥取）
　☎０８５７－３６－９１９０　FAX ０８５７－３６－９１９１
　（受付時間　平日：午前10時～午後６時）

米子市国民健康保険運営協議会委員募集
国民健康保険運営協議会は、保険料の率や給付内容など国民
健康保険事業の運営に関する重要事項を審議するための機関
で、15人の委員で構成しています。
■公募人数　４人
■任 期　２年   
■応募資格　平成21年12月1日現在で、満20歳以上の米子
市国民健康保険の被保険者（加入者）
■会 議　２時間程度の会議を年２回程度開催予定。
■応募方法　「国民健康保険制度について」の考えを 800字
程度にまとめ、所定の応募申込書を同封のうえ ､ 保険年金課

（本庁舎１階）に直接お持ちいただくか ､ 郵送してください。
※応募申込書は保険年金課にあります。米子市ホームページ
からもダウンロードできます。
■応募期限　18日（金）　※郵送の場合、18日必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類審査で選考します。
■応募・問い合わせ
　〒683－8686 加茂町１－１　保険年金課　保険係
　（☎２３－５１２２）葬儀を執り行なうことが困難な方を対象に葬儀費用の一

部を助成します。助成要件にあてはまる方はどうぞご利
用ください。
■助成対象者　市が指定する民間の葬祭業者（協力事
業者）に依頼して、自宅、寺院、地域の集会所などで
137,000円以下の葬儀を執り行なう方。
■助成の要件

▼葬儀を執り行なう方または亡くなられた方が市内に住
所を有すること。

▼次の方すべてが住民税非課税であること。
亡くなられた方／葬儀を執り行なう方／葬儀を執り行な
う方と同一世帯の方／葬儀を執り行なう方を扶養してい
る方／葬儀を執り行なう方と同一生計の方
■助成額　葬儀支払額の３分の１（100円未満切り捨て）
　　　　　限度額 45,600円
■助成金が交付されるまでの流れ
死亡→協力事業者へ葬儀を申込む→葬儀→協力事業者へ
葬儀代金を全額支払う→市へ助成金の申請をする→助成
金の交付
＊葬儀を終えられた日から30日以内に申請してください。
■協力事業者　次の協力事業者の中から葬儀を依頼する
事業者を選び、直接、事業者へ葬儀を申し込んでくださ
い。申込みの際に、必ず、「市の葬祭助成制度を利用し
たい」と事業者に伝えてください。

協力事業者名 所在地 電話番号
㈲祭典秀伊 河岡 613-4 39-3850
㈲水蓮社 河崎 1670-2 30-0332
㈱葬仙 長砂町 1075 34-4444
㈱中海葬儀社 夜見町 3081-11 22-0983
㈱ピアベール 両三柳 103 39-2222
㈱ベルモニー（平安祭典） 赤井手 888-4 27-6111
㈲渡部 長砂町 1107 33-4444

■制度実施期間　平成22年３月31日まで
■くわしくは、市民課（☎２３－５１４１）にお問い合わ
せください。

「日本年金機構」が来年1月1日からスタート！
社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機
構」がスタートします

◆国民の皆様の信頼に応え、一層のサービス向上の実
現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日
本年金機構」として生まれ変わります。
◆現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金
事務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口
として引き続きご利用いただけます。



あ
り
、
政
府
は
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者

の
生
還
を
実
現
す
べ
く
、
全
力
で
取
り

組
む
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

米
子
市
も
国
に
拉
致
問
題
の
解
決
に

つ
い
て
要
望
し
て
お
り
、
市
内
の
公
民

館
な
ど
で
も
自
主
的
な
講
演
会
や
パ
ネ

ル
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
一

人
ひ
と
り
の
解
決
を
願
う
声
が
大
き
な

国
際
世
論
と
な
る
の
で
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

朝
鮮
半
島
と
米
子
市
は
青
い
日
本
海

を
隔
て
て
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
拉
致
問

題
が
一
刻
も
早
く
解
決
し
、
日
本
海
沿

岸
諸
国
の
人
々
が
互
い
の
異
な
る
文
化

を
理
解
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
平
和
な
環
日
本
海
時
代
が
到
来
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
６
）

12
月
10
日
か
ら
16
日
は
「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す

米
子
市
で
は
、
拉
致
被
害
者
の
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

と

き　

12
月
10
日
㈭
～
16
日
㈬

　
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

と
こ
ろ　

米
子
市
役
所
本
庁
１
階

　
　
　
　

市
民
ホ
ー
ル

　犬の骨にほほを寄せる黒髪の美しい少女が、身の丈を超す程の大きく、丸みを帯
びた変形キャンバスに描かれています。その表情に眼を移すと、わずかに無機質な
印象を受けるのですが、実は、その少女は人形をモデルに描かれているのです。
　加藤美佳は、自ら粘土細工などで人形をまず制作し、その人形を撮影した写真を
元にドローイングを描き、その後油絵へと移り、最終的に油絵が完成した後、人形
はその姿を消す。という実像と虚構が入り交じる複雑な過程を経て本作を完成させ
ています。
　所蔵者である高橋龍太郎氏はこの作品に関して「少女がもっているどこまでも広
がる魔性は、男性にはない世界だけど、彼女の作品を見ていると分かるような気が
する。」とコメント。間近で見ると、まつ毛や産毛の一本一本まで仔細に描かれて
おり、大作であるにも関わらず、画面全体の密度の高さに驚かされます。
　この機会に、印刷物では再現しきれない、繊細な表現の向こうに広がる独特な世
界観をぜひご覧ください。
　本作をはじめ日本の現代美術を代表する35名の作家による約90点の作品を展示
する特別展「ネオテニー・ジャパン 高橋コレクション」は、12月13日（日）から
米子市美術館で開催いたします。
※くわしくは「施設の催し P23」をご覧ください。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

　

平
成
18
年
11
月
20
日
に
米
子
市
和

田
町
の
松
本
京
子
さ
ん
が
全
国
で
17

人
目
の
拉
致
被
害
者
と
し
て
政
府
認

定
さ
れ
ま
し
た
（
鳥
取
県
内
で
は
初
）。

　

米
子
市
で
は
、
松
本
さ
ん
を
含
め

て
少
な
く
と
も
３
名
の
方
の
拉
致
の

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
本
さ
ん
（
当
時
29
歳
）
が
突
然

消
息
を
た
っ
て
か
ら
32
年
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
消
息
は
不
明
で
、

一
日
も
早
い
解
決
が
待
た
れ
て
い
ま

す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

1970
年
代
か
ら
1980
年
代
に
か
け
て
、

多
く
の
日
本
人
が
不
自
然
な
形
で
姿

を
消
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
件

の
多
く
に
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

拉
致
の
疑
い
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

　

拉
致
は
、
人
が
安
心
し
て
自
由
に

生
き
る
権
利
を
奪
う
重
大
な
人
権
侵

害
で
す
。
拉
致
発
生
か
ら
数
十
年
が

経
過
し
、
拉
致
被
害
者
ご
本
人
に
と
っ

て
も
、
帰
り
を
待
ち
続
け
て
い
る
ご

家
族
に
と
っ
て
も
あ
ま
り
に
長
く
つ

ら
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

拉
致
問
題
の
解
決
は
国
の
責
務
で



　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈭
、
１
月
12
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

行
政
相
談

国
な
ど
役
所
へ
の
ご
要
望
、
ご
意

見
に
つ
い
て
行
政
相
談
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。予
約
不
要
で
す
。

と

き

10
日
㈭
、
21
日
㈪
、
１
月
６
日
㈬

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
４
階
402
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
１
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
件
30
分
。

要
予
約
。
毎
月
１
回
開
催
。

と

き

21
日
㈪　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
予
約　

鳥
取
県
西

部
消
費
生
活
相
談
室
（
☎
34
―

２
６
４
８
）、
米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

多
重
債
務
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

休
日
無
料
相
談
会

多
重
債
務
や
ヤ
ミ
金
融
等
に
つ
い

て
弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
要
予
約
。

と

き

23
日
㈬
㈷　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
予
約　

鳥
取
県
西

部
消
費
生
活
相
談
室
（
☎
34
―

２
６
４
８
）、
米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

買
物
、
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
や

借
金
、
架
空
請
求
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

消
費
生
活
相
談
室
（
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
７
―
24
―
２
７
４
４
）

　

農
地
相
談

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

17
日
㈭

▼
午
前
10
時
～
正
午

市
役
所
本
庁
舎
402
会
議
室（
４
階
）

▼
午
後
２
時
～
４
時　

淀
江
支
所

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23
―
５
２
７
６
）

　

電
子
証
明
書
発
行
・
更
新
等
の

　

手
続
き
の
一
時
停
止

機
器
の
更
新
作
業
の
た
め
、
電
子

証
明
書
の
発
行
・
更
新
な
ど
の
業

務
を
一
時
停
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

停
止
日　

28
日
㈪

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

国
や
地
方
の
行
政
機
関
が
行
な

う
電
子
申
請･

届
出
等
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
証
明
書

　

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

　

交
付
し
ま
す

障
害
者
手
帳
等
の
な
い
方
で
も
、

要
介
護
の
認
定
（
要
介
護
１
～
５

の
方
に
限
り
ま
す
）
を
受
け
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
は
、「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
税
、
住
民
税
の
申
告
を
す
る

際
に
こ
の
認
定
書
を
提
示
す
る

と
、「
障
害
者
控
除
」
と
し
て
一

定
金
額
を
所
得
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
所
得
額
に

よ
っ
て
は
住
民
税
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

本
人
お
よ
び
扶
養
控
除
対
象
者
で

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
を
受
け
た
い
方
は
、
長
寿

社
会
課
か
淀
江
支
所
市
民
生
活
課

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎

23
―
５
１
３
６
）、
淀
江
支
所
市

民
生
活
課
（
☎
56
―
３
１
１
３
）

役
所
本
庁
舎
４
階
）　　
　
　

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

●
心
配
ご
と
相
談

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に

つ
い
て
、
相
談
員
（
民
生
委
員
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
、
無
料
で
す
。

と

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

●
法
律
相
談

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
１
人
30
分
。
要
予
約
。

と

き　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

※
法
律
相
談
の
予
約
は
、毎
週
月・

水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

３
時
に
、☎
22
―
７
８
３
０
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
悪
徳

商
法
被
害
・
交
通
事
故
な
ど
、
行

政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

12
日
㈯
、
１
月
９
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ

ひ
と
り
ひ
と
り
が
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

く
ら
し
の

情
報

く
ら
し
の

情
報

生涯学習相談
何かを学びたい、始めたいと思
い立った時がチャンスです。お
気軽におたずねください。米子
市主催の学習講座や公民館で活
動しているサークルなどを紹介
しています。
■ところ　生涯学習課（市役所
第２庁舎３階、☎２３－５４４４）
■とき　平日午前10時～正午、
　　　　午後１時～４時



　

平
成
21
年
度
環
境
美
化
関
係
表
彰

11
月
10
日
に
「
環
境
美
化
関
係
表

彰
式
」
が
執
り
行
な
わ
れ
、
地
域

の
環
境
美
化
に
功
労
の
あ
っ
た
４

人
と
５
団

体
の
皆
さ

ん
に
環
境

美
化
活
動

奨
励
と
し

て
感
謝
状

が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

環
境
美
化
活
動
奨
励

【
個
人
】　

田た

中な
か
け
い
ぞ
う

敬
三
さ
ん
（
皆

生
）、
吉よ

し
み
ず
ま
さ

水
正
美み

さ
ん
（
尾
高
）、

清し

水み
ず

久ひ
さ

子こ

さ
ん
（
旗
ヶ
崎
）、
本も

と

池い
け　

節み
さ
お

さ
ん
（
大
篠
津
町
）

【
団
体
】　

５
区
の
２
自
治
会
（
淀

江
）、
桜
台
自
治
会
（
淀
江
）、
稲

吉
自
治
会
（
淀
江
）、
株
式
会
社

寿
電
気
（
義
方
）、
永
江
４
区
永

寿
会
（
永
江
）

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
支
援

総
務
省
で
は
、
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど
の
支
援
を

行
な
い
ま
す
。

対

象　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が
全

額
免
除
さ
れ
て
お
り
、
次
の
い
ず

れ
か
の
項
目
に
該
当
す
る
世
帯

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯

②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か

つ
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課

税
の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
て
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち

込
ん
で
い
る
世
帯

※
支
援
の
申
込
書
は
、
障
が
い
者

支
援
課
、
福
祉
課
、
淀
江
支
所
市

民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省
「
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
」
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０

―
０
３
３
８
４
０
、
FAX
０
４
４
―

９
６
６
―
８
７
１
９
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
が
利
用
で
き
な
い
場
合
…
☎

０
４
４
―
９
６
９
―
５
４
２
５
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９

時
（
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
６
時

ま
で
）

　

新
春
を
迎
え　

新
年
の
つ
ど
い

平
成
22
年
の
新
春
を
迎
え
、｢

新

年
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と

き

１
月
４
日
㈪　

午
後
３
時
～

と
こ
ろ　

米
子
全
日
空
ホ
テ
ル

会

費　

1,000
円

申
込
期
間　

１
日
㈫
～
16
日
㈬

申
込
用
紙
は
、
総
務
管
財
課
（
市

役
所
本
庁
舎
３
階
）に
あ
り
ま
す
。

※
申
込
時
に
会
費
と
名
札
の
受
け

渡
し
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
で

の
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

申
込･

問
い
合
わ
せ

総
務
管
財
課
（
☎
23
―
５
３
３
１
）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　

登
録
申
請

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
ま
す
。

申
請
期
限
は
、
１
月
10
日
㈰
で
す
。

各
公
民
館
、
農
事
実
行
組
合
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
に
あ
る
申
請
書

で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
登
録

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
た

と
え
資
格
が
あ
っ
て
も
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
の
有
権
者
に
は
な

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方　

平
成
22
年
１
月
１

日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
２
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）で
、

次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
て
い
る
方
と
、
そ
の
同
居
の
親

族
ま
た
は
同
居
の
親
族
の
配
偶
者

で
、
年
間
耕
作
従
事
日
数
が
60
日

以
上
の
方

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

す
る
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員（
組

合
員
、
株
主
な
ど
）
で
、
年
間
耕

作
従
事
日
数
が
60
日
以
上
の
方

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
23
―
５
３
４
６
）

　

非
常
勤
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員

ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
ご
み
パ
ト

ロ
ー
ル
及
び
回
収
員
・
２
人

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
方

試
験
日
・
科
目

27
日
㈰
・
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日

平
成
22
年
２
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

１
日
㈫
～
11
日

㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

※ 

指
定
の
受
験
申
込
書
を
環
境

政
策
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
０
０
）

　

自
衛
隊

　

貸
費
学
生
募
集

受
付
期
間

12
月
１
日
㈫
～
22
年
１
月
15
日
㈮

試
験
日　

平
成
22
年
１
月
31
日
㈰

＊
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

あ
な
た
と
私
の
つ
な
ぐ
手
は
　
男
女
共
同
参
画
の
証
し
で
す
　
　
　
　
市
民
応
募
作
品

域
事
務
所
（
西
福
原
３
丁
目
☎
33

―
２
４
４
０
）
ま
で
。

▼
自
衛
隊
貸
費
学
生
…
現
在
、
大

学
お
よ
び
大
学
院
（
専
門
職
大
学

院
を
除
く
）
で
、
医
学
、
歯
学
、

理
学
、
工
学
を
専
攻
し
て
い
る
学

生
で
、
卒
業
（
修
了
）
後
、
そ
の

専
攻
し
た
学
術
を
活
か
し
て
引
き

続
き
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
意
志
を

持
つ
者
に
対
し
防
衛
省
よ
り
学
資

金
が
貸
費
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

第
４
回
む
き
ば
ん
だ
弥
生
の
国

邑
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

応
募
締
切

平
成
22
年
２
月
28
日
㈰

賞
の
内
容　

最
優
秀
賞
１
点
（
賞

金
２
万
円
）。
ほ
か
各
賞
を
準
備
。

※
応
募
条
件
な

ど
、
く
わ
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
く
わ
し

い
募
集
要
綱
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

妻
木
晩
田

遺
跡
事
務
所
（
☎
37
―
４
０
０
０
）

http://w
w

w
.pref.tottori.

lg.jp/m
ukibanda/

▼
年
末
年
始
休
場
期
間
…
12
月
29

日
㈫
～
１
月
３
日
㈰



　

ぺ
ら
っ
と
ハ
ン
グ
ル
・
ス
ピ
ー

　

チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者
募
集
！

ハ
ン
グ
ル
を
学
ん
で
い
る
方
を
対

象
に
「
第
７
回
ぺ
ら
っ
と
ハ
ン
グ

ル
・
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

と

き　

平
成
22
年
２
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階
大
会
議
室

対

象　

米
子
市
ま
た
は
県
西
部

地
域
に
お
住
ま
い
か
、
勤
務
し
て

い
る
方
で
、
韓
国･

朝
鮮
語
を
学

ん
で
い
る
方
（
韓
国
在
住
経
験
３

か
月
以
上
の
方
は
除
き
ま
す
）

テ
ー
マ
・
発
表
時
間

身
近
な
国
際
交
流
、韓
国
旅
行
記
、

外
国
人
に
紹
介
し
た
い
日
本
の
文

化
、
姉
妹
都
市
と
の
交
流
な
ど
国

際
理
解
・
交
流
に
関
す
る
事
柄
を

５
分
以
内
に
ま
と
め
て
発
表
し
て

く
だ
さ
い
。

表

彰　

最
優
秀
賞
１
名
（
米
子

―
ソ
ウ
ル
便
往
復
航
空
券
）。
ほ

か
各
賞
を
多
数
準
備
。

申
込
締
切

平
成
22
年
１
月
29
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

※
総
合
政
策
課
に
あ
る
申
込
用
紙

に
、
ス
ピ
ー
チ
文
（
韓
国･

朝
鮮

語
文
と
日
本
語
文
）
を
添
え
て
、

総
合
政
策
課
へ
提
出
く
だ
さ
い

（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。
申
込
用
紙

は
、
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込･

問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

中
国
語
初
心
者
発
音
講
座

中
国
語
の
発
音
（
ピ
ン
イ
ン
）
を

中
心
と
し
た
初
心
者
の
た
め
の
中

国
語
発
音
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と

き　

１
月
18
日
～
２
月
22
日

　

昼
の
部
…
午
後
３
時
～
４
時

　

夜
の
部
…
午
後
７
時
～
８
時

　
（
原
則
月
曜
日
、
全
６
回
）

と
こ
ろ　

市
役
所
402
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

中
国
語
初
心
者
の
方
（
こ
れ
ま
で

に
市
の
中
国
語
講
座
を
受
講
さ
れ

た
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

夏シ
ャ　

霊リ
ン

受
講
料　

無
料（
要
資
料
代
500
円
）

募
集
人
員　

昼
・
夜
の
部
各
15
人

（
最
低
開
催
人
数
10
人
、
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
）

※
12
月
21
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か

ら
電
話
受
付
開
始
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

第
46
回

　

米
子
市
正
月
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と

き　

平
成
22
年
１
月
１
日
㈮

午
前
９
時
受
付
・
午
前
９
時
40
分

開
会
式
・
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

　
　
　
　

東
山
陸
上
競
技
場
発
着

申
込
方
法　

各
公
民
館
、
小
中
学

校
に
あ
る
申
込
書
で
、
体
育
課
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
当
日
受

付
可
。
申
込
書

は
米
子
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

13
日
㈰
午
前
８
時
30
分
米
子
市
役

所
集
合
、
行
き
先
…
米
子
旧
家
め

ぐ
り
（
行
程
約
６
Km
）、
解
散
予

定
正
午

申
込
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課　
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

テ
ー
マ

「
経
済
動
向
と
企
業
経
営
」

講

師　

環
境
政
策
経
営
学
科

准
教
授　

鈴す
ず

木き

義よ
し
ひ
ろ浩

さ
ん

と

き

12
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ

「
本
の
学
校
」（
新
開
２
丁
目
）

※
講
座
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。

※
と
っ
と
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携

講
座
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
環
境

大
学
企
画
広
報
課
（
☎
０
８
５
７

―
38
―
６
７
０
４
・
FAX
０
８
５
７

―
38
―
６
７
０
９
・
Ｅ
メ
ー
ル
…

kouryu@
kankyo-u.ac.jp

）

　

12
月
ロ
ビ
ー
展｢

手
織
三
人
展｣

卓
上
織
り
機
を
使
い
制
作
し
た
、

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
、
シ
ョ
ー
ル
、

袋
も
の
、
そ
の
他
の
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
織
り
機
体

験
も
で
き
ま
す
。

入
園
料
金　

大
人
（
一
般
300
円
・

会
員
200
円
）、
小
中
学
生
（
一
般

100
円
・
会
員
50
円
）

休
園
日　

第
２
・
４
水
曜
日
（
祝

祭
日
の
場
合
翌
日
）、

１
月
１
日
～
３
日

問
い
合
わ
せ

伯
耆
古
代
の
丘
公
園

（
☎
56
―
６
８
１
７
）

ゴ
ミ
出
し
を
夫
は
一
手
に
引
き
受
け
て
両
手
に
ぶ
ら
下
げ
い
そ
い
そ
と
ゆ
く
　
　
　
　
市
民
応
募
作
品

国民年金の加入の手続きを忘れていませんか？
会社勤めをされていた方が退職されると 60 歳になるまでは国民年金加入の手続きが必要です。また、会社勤めの方の配偶
者で扶養からはずれた方も同様です。届け出を忘れていると、年金を受取る際に減額されたり、受けられない場合があり
ますので、届け出をされてない方は、保険年金課年金係の窓口または社会保険事務所（１月１日からは「年金事務所」に名
称変更）へ届け出てください。国民年金の保険料は、忘れずに支払いましょう。

国民年金保険料を年末調整や確定申告する際に、｢国民年金保険料控除証明書 ｣等の証明書の添付が義務付けられました
国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合に、一年間に納付した国民年金保険料を証明する証明書の添付が義
務付けられました。11 月上旬に、社会保険庁から国民年金保険料の納付額を証明した控除証明書（ハガキ）を送付してお
りますので、大切に保管し、年末調整または確定申告の手続きの際に使用してください。なお、後から納付した保険料に
ついては、『領収証書』を添付していただくなどの必要があります。

■保険年金課年金係（☎２３－５１４２）



支
え
合
い
　
家
族
の
絆
は
　
そ
こ
か
ら
だ
　
　
　
　
米
子
南
高
等
学
校
生
徒

●南公園墓地（所在地…石井 490）
区分 地区 面積（㎡） 募集数 使用料（円） 管理料（年／円）

返
還
霊
地

50A ６ ２ 210,000 2,520
52A ６ １ 210,000 2,520
53A ６ ３ 210,000 2,520
54A ６ １ 210,000 2,520
59A ５ １ 175,000 2,100
61A ５ ３ 175,000 2,100

B ４ １ 114,400 1,680
５ １ 143,000 2,100

特 12 １ 525,600 5,040
＊市外にお住まいの方…使用料・管理料が２倍です。
■受付期間　７日（月）～11日（金）
■受付場所　維持管理課（市役所本庁舎２階）
※電話での申込みは受け付けません。郵送での申込みは県外
に在住の方のみです。また、申請に必要なものなど、くわし
くはお問い合わせください。
※焼骨をお持ちで使用を希望される方は、焼骨の埋蔵場所に
困窮していると認められた場合、優先となります。

●北公園墓地・淀江佐陀墓苑（随時募集）

▼北公園墓地（所在地…彦名町 6566）
区分 面積（㎡）空き区画 使用料（円） 管理料（年／円）
霊地 5 41 525,000 4,200

＊市外にお住まいの方…使用料・管理料が 1.5倍です。

▼淀江佐陀墓苑（所在地…淀江町佐陀 1451－12）
区分 面積（㎡）空き区画 使用料（円） 管理料（年／円）
霊地 7.5 47 600,000 1,000

■申込資格　次のいずれかに該当する方
米子市に住所がある方／米子市以外に住所があり、米
子市に本籍がある方／米子市にあるお墓を移転しよう
とする方
■申込・問い合わせ　維持管理課（☎２３－５５２９）

墓地の使用者を募集します

第８回ゆめ講演会
■と き　１月17日（日）午前10時～（開場９時30分）　■ところ　米子市淀江文化センター（さなめホール）

◆講演　『宇宙誕生の謎に挑む日本の貢献
　　　　　　　　　　　～クォークから宇宙へ～』
　講師　高エネルギー加速器研究機構　
　　　　教授　吉

よしおか

岡正
まさかず

和さん

◆留学体験発表　『自分らしく生きる道
　　　　　　　　　～アーティストを目指して～』
　発表者　大

おおした

下志
し ほ

穂さん

※入場は無料ですが、整理券が必要です。
■整理券取扱所　淀江支所地域振興課、米子市淀江文化センター、　米子市文化ホール、米子市公会堂、米子市立図書館、
　　　　　　　　米子市美術館、米子市児童文化センター、各公民館
■問い合わせ　淀江支所地域振興課（☎５６－３１１２）

昨年、小林・益川両氏がノーベル物理学賞を受賞し
ました。実はこの受賞を決定付けたのは、米子市出
身の講師が関わった、つくばにある巨大な実験装置
が明らかにしたデータでした。

カナダのバンクーバーに留学し、３Ｄアニメーショ
ンを学ばれました。帰国後、東京でアニメや映画制
作に携わり、今は地元米子市でさまざまなメディア
を使っての創作活動を始められています。

鷲見三郎顕彰事業

「米子ユースオーケストラ」参加募集
世界的ヴァイオリン教育者であり、今年没後25周年を迎えた米子市尾高町出
身の鷲見三郎。その鷲見三郎顕彰事業として、毎年継続して開催している「米
子ユースオーケストラ演奏会」の参加者を募集します。演奏団体・学校の枠を
越え合同で練習し、一緒に演奏会の舞台に立ってみませんか。参加は無料です。
■対象　小学生から大学生まで約90人　■楽器　弦楽器・管楽器・打楽器
■曲目　ベートーヴェン作曲「交響曲第3番変ホ長調作品 55」　ほか
※都合により変更になる場合があります。
■合同練習（場所：米子市文化ホール）　 ▼米子ユースオーケストラ／２月21
日（日）、３月６日（土）、13日（土）、14日（日）、21日（日）、27日（土）

▼ストリングジュニア／２月７日（日）、３月６日（土）、14日（日）、21日（日）
■演奏会　平成22年３月28日（日）午後２時開演
■会 場　米子市文化ホール　メインホール
■応募締切　平成22年1月31日（日）まで
■応募方法など、くわしくは米子市文化ホール

（☎３５－４１７１）までお問い合わせください。

三枝成彰・辰巳 郎の
宝くじおしゃべり音楽館

■と き　平成22年１月22日（金） 
　　　　　午後６時30分～　
■ところ　米子市公会堂　大ホール
■入場料　一般 2,500円、小学生～高校
生 1,500円（全席指定）、当日券は各500
円増し。
■前売券完売の場合、当日券はありませ
んのでご了承ください。
■問い合わせ　米子市公会堂
　　　　　　　（☎２２－３２３６）

好評発売中！



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

錦 海 町
住 宅

錦 海 町
二 丁 目

4R2 301 中層耐火
４ 階 建 2LDK 17,500

～ 33,800 H４

4R2 402 中層耐火
４ 階 建 3LDK 22,800

～ 43,700 H４

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方

●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事

実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方

ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身で

のお申込みが可能です。

●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方（平成

21年４月から、市営住宅入居収入基準が変わりました）

●現に住宅に困窮していることが明らかな方

●米子市税などに滞納がない方

●暴力団員でないこと

■申込受付期間　１日（火）～９日（水）　土・日を除く。

■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、

　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）

■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住

民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条

第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申

込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込

書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。

■入居選考方法　14日（月）　公開抽選により選考します。

■入居可能予定日　１月１日（金）

次回の市営住宅入居者募集期間は１月４日～ 13日の予定です。

■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）
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市有地を売払いします
一般競争入札により市有地を売払いしますので、買受希
望の方はご参加ください。
■売払物件　土地
　所在地…角盤町二丁目 61番６　宅地　47.48㎡

■売払物件の案内図

■現地説明会の日時・場所
１月25日（月）午前10時・売払物件所在地
■一般競争入札会の日時・場所
２月５日（金）午後１時30分・市役所本庁舎２階202会議室
■注意事項

（１）米子市市税等の滞納がある方には、原則、売払うこ
とができません。

（２）現地説明会、入札会に参加される方は、入札契約課
に申込みをしてください。
申込期限…現地説明会は１月22日（金）、入札会は２月１
日（月）で、いずれも午後５時までです。なお、現地説明
会は電話での申込みが可能です。

（３）入札当日、現金又は銀行振出小切手で、入札金額の
10％以上の入札保証金を納付する必要があります。ただ
し、落札者以外の入札保証金は、返還します。

（４）くわしくは、入札契約課で交付している入札説明書
か、「米子市ホームページ」をご覧ください。
■問い合わせ　入札契約課契約係（☎２３－５３６５）

子育てひろば21講演会
「素敵なパパってどんなパパ？　妻が僕を変えた日」
男女が互いに協力し合い、尊重しながら、共に子育てと自分
育てを行なっていく大切さを学びます。参加無料です。
■と き　13日（日）午前11時15分～午後12時30分
■ところ　保育園ベアーズ（榎原 1889－6）
■講 師　中央大学　教授　広

ひ ろ お か も り

岡守穂
ほ

さん
内閣府男女共同参画会議委員など公職を歴任。５人の子どもの育児
や家事の経験を綴った「男だって子育て」（岩波新書）で 1991年
ベストメン賞受賞。その他「妻が僕を変えた日」（フレーベル館）「父
親であることは哀しくも面白い」（講談社）など著書多数。

■定 員　200人

▼参加ご希望の方は、７日（月）までに問い合わ
せ先にご連絡ください。定員になり次第締め切り
ますが、人数に余裕があれば当日の参加も受け付
けます。
■問い合わせ
子育てひろば 21 委員会　福元さん・藤本さん

（☎３９－７１００・FAX ３９－７１０１・E メール bears2006@
dance.ocn.ne.jp）

『新修米子市史 第15巻資料編
　年表・考古補遺・近世近代補遺』

Ａ４判・３冊セット（『年表』
は、古代より現代（平成12年）
までの詳細な内容／『考古補
遺』は、米子平野の考古学史
の全

ぜ ん ぼ う

貌／『近世近代補遺』は、
近世から近代への回顧録など）

■問い合わせ　米子市図書館図書納入組合
　　　　　　　　（☎３２―１５５１）

■予約取扱書店　油屋書店、今井書店、杉島書店、
　　　　　　　　すずや書店、ひらおか書店 

平成22年１月末までにご予約いただくと、特価 5,000
円（税込）。２月以降は 7,000円＋税になります。



お子さんの予防接種
◆ポリオ予防接種延期のお知らせ◆

平成21年11月から平成22年２月まで、新型インフルエ
ンザ集団感染防止目的のため延期させていただきます。
７歳６か月未満が接種対象です。
日程については、後日お知らせいたします。

◆結核予防接種（BCG）◆
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手
帳がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」
の冊子を読んできてください。

対 象 児 接 種 日
H21年８月25日～９月10日生 12月10日（木）
H21年９月11日～９月22日生 12月22日（火）
H21年９月23日～10月14日生 １月14日（木）

生後３か月で接種します。
生後６か月未満で接種を受けていな
い方も受けてください。
体調不良の場合は翌月（４か月）にし
ましょう。

健診はおすみですか？
おとなの健診は12月末までです

特定健診、後期高齢者の健診、胃・大腸・乳・子宮が
ん検診、肝炎ウイルス検査、ふしめ歯科検診
◆受診券がないと健診は受けられません。
◆子宮がん検診（20歳から 29歳の方）、肝炎ウイルス
　検査、ふしめ歯科検診は申込みが必要です。
◆ただし、女性特有のがん検診の検診期間は平成22
　年２月１日までです。
　（無料クーポン券をお持ちの方のみ）
◆くわしくは健康対策課にお問い合わせください。

麻 し ん 風 し ん の
予防接種はお済ですか

麻しん風しん予防接種（ＭＲ）
対 象 者

H15年4月2日～H16年4月１日生 MR2期（年長児）
H8年4月2日～H9年4月１日生 MR3期（中学１年生相当）
H3年4月2日～H4年4月１日生 MR4期（高校３年生相当）
＊麻しん風しん混合ワクチン（MR）を年度内に１回接種

麻しん風しんの予防接種については、４月に個別通知でご案
内しています。
紛失等でお手元にない場合は、再発行しますので、健康対策
課にご連絡ください。
◆予防接種については、『ごみ分別収集
カレンダー&健康ガイド・国保ガイド
（米子市）』15ページ、米子市ホームペー
ジ「健康ガイド」にも掲載しています。
◆母子健康手帳のない方（３期の対象）
は母子手帳の再発行手続きが必要です。

４期の方以外は、母子健康手帳がないと受けら
れません。
無料で接種できるのは平成22年３月31日まで
ですので、お急ぎください。

有

料

広

告

胃がん・乳がん集団検診
今年最後のご案内

月 日 場 所 受 付 時 間
胃がん ９日（水）

ふれあいの里
午前８時30分～10時

乳がん 17日（木） 午後１時30分～３時
乳がん 18日（金） 午後１時30分～３時

■胃がん検診は、前日の午後９時以降は、絶飲食して
　ください。
■乳がん検診は、申込みが必要です。



有

料

広

告

子育て支援24時間電話・インターネット情報サービス

妊娠・出産・育児に関するアドバイスや、乳幼児の事故防止と応急手当などの情報を、自動音声やインターネットで、24時間いつでも
提供する「子育て安心ダイヤルよなご・子育て応急ダイヤルよなご」が始まりました。

▼ 妊娠中や子育ての不安・悩みに関すること、市の母子保健サービス等に関すること…子育て安心ダイヤルよなご（☎２７－３２３２）

▼乳幼児の事故防止と応急手当等に関すること…子育て応急ダイヤルよなご（☎２７－１２９９）
■ご利用方法　上記の番号に電話をかけ、知りたい情報の項目番号を押し、最後に＃を押すと、自動音声によりサービスが始まります。
■このサービスは、プッシュ回線の電話機でご利用いただけます。また、ダイヤル回線でも、プッシュ信号音が出る電話機であればご
利用になれます。／通話料のみでご利用になれます。／米子市ホームページ「健康ガイド」からもご覧いただけます。

子育て安心
ダイヤルよなご

☎２７－３２３２

赤ちゃん編 ものまねをしない 2210 外気浴と日光浴 2406 育児用品の選び方、買い方 3104
からだ、発育の心配 番号 ひとり遊びができない 2211 応急処置 番号 赤ちゃんのお祝い事 3105
緑便 2101 赤ちゃんとペット 2212 タバコやナフタリンを食べた 2501 赤ちゃんの外出と旅行 番号
便秘 2102 おばあちゃんが甘やかす 2213 擦り傷、やけど 2502 飛行機、新幹線、バス等の旅 3201
くしゃみとシャックリ 2103 テレビが大好き 2214 発熱 2503 自家用車の旅は大丈夫？ 3202

お母さん編 のどがゼロゼロいう 2104 おもちゃと絵本の選び方 2215 誤飲 2504 プールや海はいつから 3203
お母さんのからだとこころ 番号 いきんで苦しそう 2105 母乳、ミルク、離乳食の心配 番号 頭を打った 2505 海外旅行の注意 3204
つわりがひどくてつらい 1101 頭の形がいびつ 2106 乳房がしこる 2301 お誕生をすぎてから気になること 番号 米子市からのお知らせ
おなかがはる 1102 頭にフケとかさぶた 2107 母乳をひかえたい時 2302 哺乳瓶が離せない 2601 妊娠したときの必要な手続き 7111
乳首が出ていない、手入れは？ 1103 大泉門が早く閉じた 2108 しぼった母乳の保存 2303 タオルが離せない 2602 妊娠中の母子保健サービス 7112
しみ、そばかす、抜け毛 1104 出べそが気になる 2109 お乳をやめる時期は？ 2304 左ききでも大丈夫？ 2603 出産後に必要な手続き 7113
体重が増えすぎてしまった 1105 鼻づまり 2110 母乳が出なくなった時 2305 人にかみつく 2604 乳幼児の母子保健サービス 7114
便秘がち 1106 目やにがでる 2111 ゲップが出ない 2306 いやいやを繰り返す 2605 乳幼児健康診査 7115
腹帯とマタニティ下着 1107 首のすわりが遅い 2112 ミルクを吐く 2307 オチンチンをいじる 2606 予防接種（BCG、ポリオ） 7116
高齢出産が不安なのですが？ 1108 寝返りがうてない 2113 ミルクを急に飲まなくなった 2308 排泄のしつけ 2607 予防接種（三種混合、麻しん風しん混合、日本脳炎 ) 7117
里帰り出産の注意は？ 1109 体重が増えない 2114 果汁・スポーツ飲料 2309 ハイハイをしない 2608 休日・夜間の緊急時の医療機関 7118
マタニティブルーズとは？ 1110 頭が大きい 2115 アレルギーとアトピー 2310 ひとり歩きができない 2609 保育所 7119
胎児への影響で気になること 番号 乳幼児突然死症候群（SIDS）2116 フォローアップミルク 2311 １歳すぎても歯がはえない 2610 一時保育 7120
妊娠中のレントゲンは？ 1201 情緒、しつけの心配 番号 スプーンを嫌がる 2312 はしかと予防接種 2611 休日保育 7121
かぜ薬を飲んでも大丈夫？ 1202 夜泣きがひどい 2201 離乳を開始する時期 2313 母親のそばから離れられない 2612 病児・病後保育 7122
妊娠中の歯の治療は？ 1203 カンが強い 2202 遊びながら食べる 2314 叱り方と体罰 2613 地域子育て支援センター 7123
コーヒー、お茶はダメ？ 1204 指しゃぶりがひどい 2203 下痢の時の離乳食 2315 ベビースイミングはいつから 2614 児童家庭相談室 7124
タバコや飲酒の影響は？ 1205 おしゃぶりが離せない 2204 赤ちゃんの世話 番号 早期教育・才能教育はいつから 2615 子どものショートステイ 7125
車を運転してもOK？ 1206 寝ない 2205 衣服の枚数と調節 2401 サポートシステム／その他 児童手当 7126
パーマはいつ頃までに？ 1207 抱きぐせ 2206 布団をはいでしまう 2402 育児と社会生活 番号 児童扶養手当 7127
妊娠中・産後の SEXは？ 1208 人見知り 2207 部屋の温度と湿度 2403 出産費用あれこれ 3101 ファミリー・サポート・センター 7128
マタニティスイミング等は？ 1209 笑わない 2208 暖房器具とクーラーについて 2404 保育園に入る時は？ 3102
胎教について知りたい 1210 呼んでも振り向かない 2209 おふろや洗髪を嫌がる 2405 こどもを預かってほしい時 3103

子育て応急
ダイヤルよなご

☎２７－１２９９

浴室 4114 料理中の注意 5213 コンセント 5615 化粧品 6213
洗面所、トイレ 4115 暖房器具を使う 5214 おもちゃ 5616 芳香剤、乾燥剤シリカゲル 6214
階段 4116 お風呂での注意 5215 外出時 番号 ナフタリン 6215
ベランダ、窓、サッシ 4117 マッチ、ライターの保管 5216 散歩をする 5711 医薬品 6216
玄関、廊下 4118 花火で遊ぶ 5217 ベビーカーでお出かけ 5712 誤飲・吐かせてはいけないもの 番号

ちょっと目をはなしたスキに 番号 庭、物置 4119 誤飲、異物の混入 番号 自転車に子どもを乗せる 5713 トイレ用洗剤類 6311
赤ちゃんに多い事故 1111 屋 外 番号 すぐに吐かせるもの 5311 車に乗る 5714 漂白剤、カビ取り剤 6312
幼児に多い事故 1112 公園 4211 吐かせてはいけないもの 5312 自転車、三輪車で遊ぶ 5715 マニキュア、除光液 6313
いざというときのために 1113 池、川 4212 異物の混入 5313 電車、バスに乗る 5716 灯油、シンナー、揮発油類 6314
季節別の起こりやすい事故 番号 海水浴 4213 ガスや食べ物などの中毒 番号 暑い日の外出 5717 ボタン電池 6315
特に夏に多い事故 2111 駅、デパート等の施設 4214 ガス中毒 5411 予備知識としての応急手当 強酸、強アルカリ 6316
特に冬に多い事故 2112 要因別の事故 暖房時の換気 5412 事 故 番号 乾燥剤の生石灰、トイレ用脱臭剤 6317
月齢別の起こりやすい事故 番号 墜落、転倒 番号 食べ物、飲み物の中毒 5413 緊急時のチェックポイント 6111 異物の混入 番号
３か月児までに多い事故 3111 寝返りをうつ 5111 おぼれる、窒息 番号 心肺蘇生法 6112 気管、のど 6411
３～６か月児までに多い事故 3112 歩行器で遊ぶ 5112 お風呂は大丈夫？ 5511 頭を打った 6113 耳、鼻 6412
６～９か月児までに多い事故 3113 椅子にすわらせる 5113 水を使う家事 5512 鼻血が出た 6114 目 6413
９か月～１歳児に多い事故 3114 窓をあける 5114 水遊び 5513 水におぼれた 6115 急 病 番号
１～２歳児に多い事故 3115 ベランダで遊ぶ 5115 ベビーベッドで寝る 5514 ケガで出血した 6116 吐いた 6511
３～４歳児に多い事故 3116 階段が心配 5116 危険なビニール、コード類 5515 やけどをした 6117 高熱が出た 6512
５～６歳児に多い事故 3117 公園で遊ぶ 5117 危険な食べ物 5516 動物にかまれた 6118 おなかが痛い 6513
場所別の起こりやすい事故 だっこ、おんぶ 5118 傷 害 番号 虫に刺された 6119 下痢をした 6514

家庭内 番号 ベビーカー、自転車の注意 5119 衝突（打撲） 5611 骨折、ねんざ、脱臼 6120 発疹がでた 6515
リビング 4111 やけど 番号 切りキズ 5612 誤飲・すぐに吐かせるもの 番号 咳がとまらない 6516
キッチン 4112 テーブルの上は安全？ 5211 刺しキズ 5613 たばこ 6211 ひきつけをおこした 6517
寝室 4113 アイロンをかける 5212 はさむ 5614 台所用洗剤、洗濯洗剤類 6212 熱射病（日射病）になった 6518



施設の催し

◆
カ
エ
ル
工
房
in
水
鳥
公
園

12
月
５
日
㈯
～
２
月
27
日
㈯
。

プ
ロ
レ
プ
リ
カ
製
作
所
、
カ
エ
ル
工

房
に
よ
る
両
生
・
爬
虫
類
を
中
心
と

し
た
本
物
そ
っ
く
り
の
レ
プ
リ
カ
を

展
示
。
質
の
高
い
作
品
を
じ
っ
く
り

と
ご
覧
く
だ
さ
い
。
カ
エ
ル
工
房
作

の
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
ま
す
。

●
集
合
・
会
場
は
、
い
ず
れ
も
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
は
入
館
料

（
高
校
生
～
69
歳
、300
円
）が
必
要
で
す
。

開
館
時
間　

平
日
：
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分
、
土
・
日
・
祝
日
：

午
前
７
時
～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
24
日
㈭

年
末
年
始
臨
時
開
館

30
日
㈬
～
１
月
３
日
㈰
午
前
８
時
～

午
後
５
時
（
元
旦
は
午
前
７
時
～
）

◆
企
画
展
「
伝
統
の
淀
江
傘
を
求
め

て
―
和
傘
の
美
と
粋
―
」

米
子
市
指
定
無
形
文
化
財
淀
江
傘
製

造
技
術
の
魅
力
を
、
傘
の
歴
史
、
製

作
工
程
、製
品
の
展
示
で
伝
え
ま
す
。

観
覧
無
料
。
会
期
：
～
28
日
㈪
ま
で

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時

今
月
の
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
24
日
㈭

年
末
年
始
休
館
日

12
月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
今
夜
見
え
る

星
空
と
星
座
物
語　
（
お
た
す
け
地

蔵
物
語
・
ア
イ
ヌ
の
す
ば
る
物
語
）」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
高
校
生
以
上
300
円

◆
天
体
観
測
会
「
お
う
し
座
の
す
ば

る
を
み
よ
う
」

19
日
㈯
午
後
７
時
、
対
象
・
ど
な
た

で
も
可
、20
組
。
電
話
受
付
５
日
㈯
～
。

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

毎
週
水
曜
日
。
午
前
10
時
30
分
か
ら

は
０
～
１
歳
半
、
11
時
10
分
か
ら
は

１
歳
以
上
対
象
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

13
日
㈰
午
前
11
時
と
午
後
２
時
30
分

（
各
30
分
）、
対
象
・
幼
児
～
大
人
。

◆
ク
リ
ス
マ
ス
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

（
協
力
・
お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
だ
く
ち
る
）

19
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
、
対

象
・
幼
児
～
大
人

◆
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
ク

ラ
ブ
活
動
発
表
会
）」

筝
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
出
演
、
陶
芸
・

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
展
示
。

６
日
㈰ 

午
後
２
時
30
分
～
、
対
象
・

幼
児
～
大
人
。

◆
餅
つ
き
大
会

23
日
㈬
㈷
午
前
10
時
～
材
料
が
な
く

な
る
ま
で
。
対
象
・
幼
児
～
大
人
、

参
加
自
由
、１
人
100
円
。
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
マ
ス
ク
持
参
。

◆
子
ど
も
し
め
縄
教
室

26
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
、
対
象
・

小
中
学
生
（
小
学
４
年
ま
で
保
護
者

同
伴
）、
定
員
20
人
、
材
料
費
100
円
。

４
日
㈮
か
ら
電
話
受
付
。

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
（
協

力
・
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

30
分
。
屋
外
に
冒
険
遊
び
場
を
開

園
（
竹
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
の
手

作
り
遊
具
、
工
作
、
泥
遊
び
な
ど
）。

対
象
・
幼
児
～
大
人
。
子
ど
も
会
等

団
体
利
用
可
（
要
申
込
）

◆
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張

事
業
（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

工
作
、
昔
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、天
体
観
測
な
ど
。

対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど
。

開
館
時
間
（
電
話
受
付
時
間
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

今
月
の
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
24
日
㈭

年
末
年
始
休
館
日

12
月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰

◆
自
然
観
察
会
「
水
鳥
公
園
グ
ル
メ

探
検
隊
」

12
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
。
冬
の
園

内
を
散
策
し
て
、
美
味
し
い
自
然
の

幸
を
味
わ
い
ま
す
。

◆
手
作
り
自
然
教
室
「
水
鳥
の
絵
を

描
く
会
①
」

23
日
㈬
㈷
午
前
９
時
～
正
午
。
小
学

生
対
象
先
着
15
人
。
要
予
約
。
画
用

紙
は
提
供
し
ま
す
。

◆
自
然
観
察
会
「
初
日
の
出
！
コ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
観
察
会
」

１
月
１
日
㈮
午
前
７
時
～
８
時
。
大

山
の
裾
野
か
ら
昇
る
初
日
の
出
を
拝

み
な
が
ら
、
水
鳥
観
察
を
し
ま
す
。

申
込
不
要
。
温
か
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
お
正
月
特
別
企
画
「
ド
ン
グ
リ
コ

マ
回
し
大
会
2010
」

１
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰
午
前
８
時
～

午
後
５
時
。ド
ン
グ
リ
コ
マ
を
作
り
、

コ
マ
が
回
る
時
間
を
競
い
ま
す
。
成

績
に
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
。

◆
手
作
り
自
然
教
室
「
水
鳥
の
絵
を

描
く
会
②
」

１
月
３
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
。
小

学
生
対
象
先
着
15
人
。
要
予
約
。
画

用
紙
は
提
供
し
ま
す
。

◆
ス
ロ
ー
プ
展
示
「
彩
色
木
羽
展
」

１
月
８
日
㈮
ま
で
。
本
物
そ
っ
く
り

に
作
ら
れ
た
木
彫
り
の
羽
根
の
作
品

展
。開
館
時
間
中
い
つ
で
も
鑑
賞
可
。

有

料

広

告

米
子
水
鳥
公
園



◆
考
古
学
講
座
「
博
労
町
遺
跡
最
新

報
告
―
地
下
３
ｍ
、
砂
丘
遺
跡
が
物

語
る
米
子
の
歴
史
―
」

近
年
発
掘
調
査
さ
れ
た
米
子
市
最
大

級
の
遺
跡
・
博
労
町
遺
跡
の
成
果
に

つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

23
日
㈬
㈷
、午
後
２
時
～
３
時
30
分
、

会
場
：
ふ
れ
あ
い
の
里
４
階
、
資
料

代
100
円
、
定
員
100
人
、
申
込
不
要
。

講
師
：
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
埋

蔵
文
化
財
調
査
室　

濵は
ま

野の

浩ひ
ろ

美み

さ
ん

◆
体
験
学
習
「
ま
が
玉
、石
包
丁
づ
く
り
」

自
分
で
つ
く
る
体
験
講
座
。
40
分
～

１
時
間
で
出
来
上
が
り
ま
す
。

毎
週
土
・
日
曜
日
と
23
日
㈬
㈷
、
午
前

10
時
～
午
後
２
時
（
参
加
時
間
自
由
）

対
象
・
小
学
５
年
生
～
一
般
（
小
学

４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）、
参

加
費
300
円
（
材
料
費
、
保
険
代
）。

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

今
月
の
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
24
日
㈭

年
末
年
始
休
館
日

12
月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰

◆
平
成
21
年
度
米
子
市
美
術
館
特
別

展
「
ネ
オ
テ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン　

高

橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

現
代
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
精
神
科

医
の
高た

か
は
し橋
龍り

ゅ
う

太た

郎ろ
う

氏
が
収
集
し
た

作
品
か
ら
、「n

ネ
オ
テ
ニ
ー

eoteny

（
幼
形
成
熟

の
意
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
奈な

ら良

美よ
し
と
も智

、
村む

ら
か
み上

隆た
か
し

な
ど
国
際
的
に
活
躍

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
若
手
作
家

ま
で
35
名
、約
90
点
の
作
品
を
展
示
。

会
期
：
12
月
13
日
㈰
～
２
月
11
日
㈭

㈷
［
毎
週
水
曜
日
、
年
末
年
始
は
休

館
。
２
月
10
日
㈬
は
特
別
開
館
］

観
覧
料
：
一
般
900　

円
、
高
校
・
大

学
生
600　

円
、
小
・
中
学
生
300　

円

※
（　）
内
は
15
人
以
上
の
団
体
、
前
売
、

70
歳
以
上
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方

（
付
添
い
１
人
含
む
）の
料
金

前
売
券
取
扱
場
所　

教
育
委
員
会
文

化
課
、
美
術
館
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ

ト
（
Ｌ
コ
ー
ド
：
６
６
５
０
８
）、

市
内
主
要
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ほ
か

◆
関
連
事
業

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

高
橋
龍
太
郎
氏
、
本
展
出
品
作
家
の
加か

藤と
う

泉い
ず
み

（
島
根
県
出
身
）、
鴻こ

う
の
い
け池
朋と

も

こ子
、

須す

だ田
悦よ

し
ひ
ろ弘
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

13
日
㈰
午
後
２
時
～
、参
加
費
無
料
。

１
階
ホ
ー
ル
で
入
館
手
続
き
を
お
済

ま
せ
の
上
お
集
り
く
だ
さ
い
。

※
本
展
覧
会
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

▼
映
画
《
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
：
奈な

ら良
美よ

し
と
も智
と

の
旅
の
記
録
》
上
映
会

１
月
11
日
㈪
㈷
午
後
２
時
～
、会
場
：

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
、
定
員
150
人
、

要
入
場
整
理
券
。
映
画
上
映
後
、
ス

ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
開
催
。
ゲ
ス
ト
：

奈
良
美
智
（
本
展
出
品
作
家
）
さ
ん
。

▼
秋
山
さ
や
か
（
本
展
出
品
作
家
）

有

料

広

告

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

１
月
24
日
㈰
、
定
員
20
人
、
要
事
前

申
込
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
３

日
～
12
日
（
展
示
替
作
業
で
閉
館
）

年
末
年
始
休
館
日

12
月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰

◆
つ
つ
じ
読
書
会

５
日
㈯
午
後
２
時
、
特
設
文
庫
室
、

「
や
ん
ご
と
な
き
読
者
」ア
ラ
ン
・
ベ

ネ
ッ
ト
著　
市
川
恵
理
訳（
白
水
社
）。

◆
楽
し
く
漢
文
に
学
ぶ
会

６
日
㈰
午
後
１
時
30
分
、
特
設
文
庫

室
、『
論
語
新
釈
』
宇う

の野
哲て

つ

人と

著
（
講

談
社
学
術
文
庫
）「
為い

政せ
い

篇
」。

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん
か
）

☆
18
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど
。

◆
第
３
回
鳥
取
県
西
部
地
区
小
・
中
学
生

地
域
研
究
発
表
会（
伯
耆
文
化
研
究
会
）

６
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
、
大
会
議
室
。

◆
古
文
書
研
究
会

19
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
、
大
会
議

室
、「
米
子
神
社
由
来
記
か
ら
幕
末

期
に
米
子
に
あ
っ
た
す
べ
て
の
神
社

の
由
来
記
を
読
む
」（
第
８
回
）、
講

師
…
中な

か　
　

宏こ
う

さ
ん

◆
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

10
日
㈭
午
後
１
時
～
３
時
、
大
会
議

室
、
原
則
事
前
申
込
。「
確
定
申
告

の
仕
方
と
税
金
」
／
㈳
鳥
取
県
高

齢
・
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
（
☎

０
８
５
７
―
32
―
８
２
６
１
）

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

▼
特
許
等
相
談
会

８
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
、
特
設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込
。

▼
特
許
情
報
相
談
会

22
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
、
特
設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込
。

㈳
発
明
協
会
鳥
取
県
支
部
（
☎
０
８

５
７
―
52
―
６
７
２
８
）

▼
就
農
相
談
会

13
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時
、
特

設
文
庫
室
、
要
事
前
申
込
。
㈶
鳥
取

県
農
業
担
い
手
育
成
基
金
（
☎
０
８

５
７
―
26
―
７
５
９
９
）

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、27
日
㈰（
月
末
整
理
）、

年
末
年
始
休
館
日　

12
月
29
日
㈫
～
１
月
３
日
㈰

＊
12
月
27
日
～
１
月
４
日
ま
で
休
館 

米子市美術館・展示室利用のご案内
平成22年度の展示室利用の受付
を行ないます。利用可能期間を
ご確認の上、お申込みください。
■受付日時・場所　12月15日㈫
午前10時～ 10時15分・市立図
書館２階大会議室
※申込期間が重複した場合は抽
選とします。また、当日の受付
時間終了後の、平成22年度利用
申込は先着順です。８日㈫から、
美術館事務室前で展示室貸出し
期間を掲示します。



新米子の文化財
「市内最古級の縄文土器」　　押

おしが た も ん

型文土器　上
かみふ く ま ん

福万遺跡出土
　今から約１万3000年前、私たちの祖先の生活に大きな革新が起こりました。それは、定住生活の始まりによ
る「土器」の使用です。氷河期が終わり、急速な温暖化が進んだことで豊かな実を結ぶ広葉樹林が広がり、海
面上昇により形成された内海では、多くの魚介類が獲れるようになりました。このような自然環境の変化によ
り豊かな幸に恵まれ、それ以前のように食糧を求めて移動生活をする必要がなくなっ
た彼らは、定住生活を始めたのです。そして、この新しい生活環境のなかで、木の
実や獣肉・魚介類などの調理道具として「土器」が出現したのです。食材を煮

に た

炊き
できるこの道具のおかげで、人々の食生活はバラエティに富んだものとなりました。
　現在までに米子市内で発見された最古の土器は、上福万遺跡から発見された約１万
年前～ 6000年前の縄文土器です。米子道の建設に伴う発掘調査で、埋葬施設と考え
られる石を集めた跡や墓穴とともに約３万5000点もの縄文土器片が発見されました。
　なかでも写真の土器は、口径50センチ、高さ54センチ、容量が45リットルもある
大きな深鉢で、土器の外面には、楕円形の掘り込みを施した棒を回転させながら押
し付けた文様がみられます。このような手法で作られた縄文土器は「押

おし が た も ん

型文土器」と呼ばれ、この時期、広く
日本列島で作られました。土器の表面には煤

すす

が付着しており、煮
に た

炊き用に使われていたものと考えられます。
私たちの祖先達は、この大きな土器でどんな料理を作り、そして何を語らいながら食事をしていたのでしょうか。
　この上福万遺跡出土の押型文土器は、福市考古資料館で展示しています。

▼福市考古資料館…米子駅前バスターミナルから、伯耆、日野方面行き　八郷線、二部線、根雨線、賀野・岩
屋谷線（御内谷行きを除く）バス。安養寺入口バス停　下車すぐ

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３８）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／今井印刷株式会社

米子市の人口と世帯数　平成21年11月1日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,423人 ( ＋103人)　男性 71,363人 ( ＋36人)　女性 79,060人 ( ＋67人)　世帯数 62,485世帯 ( ＋36世帯)

水鳥公園からのたより

ウバメガシ

12月に見られる水鳥公園の生きものたち
キンクロハジロなどのカモ類、オオタカなどのタカ類、ヘラサギやクロツラヘラサギ、
マガン、コハクチョウなど。

　米子水鳥公園の中を歩いてみるとドングリがたくさん落ちています。お尻の部分の
すぼまった独特な形をしたドングリです。これは、ウバメガシといって、米子水鳥公
園に植栽された木についたものです。たくさんのドングリをつける木で、植栽の中には、
一面にドングリが落ちている場所があります。米子水鳥公園では、このドングリをお
正月のドングリゴマ回し大会に使うと、とてもよく回るドングリゴマが出来ます。一
般的には、備長炭の原料となる種類で、成長が大変よく刈り込んで剪

せ ん て い

定もしやすいの
で植栽にもよく使われます。米子では、道路の中央分離帯などで良く見かけます。し
かし、道路に植えてある木は頻

ひ ん ぱ ん

繁に刈り込まれるために、ドングリをつけていることはあまりありません。しかし、米子
水鳥公園の場合、春に花をつけてから秋になるまで刈り込まないので、たくさんのドングリをつけるのです。

　さて、このウバメガシという植物は、本来日本海側にはあまり多くない植物です。成長
が早いためか折れ易く、積雪の多い日本海岸では、大きく成長できないとされています。
しかし、近年の温暖化のせいか平野部では、枝が折れるほどの積雪もありません。園内の
ウバメガシもどんどん成長し、ますますたくさんのドングリをつけるようになりました。
ちょっとした気候の変化が、何気なく見ている山の景色をどんどん変えているのかもしれ
ません。自分たちの子どもが未来の米子を見たときに、南方の植物ばかりといった状況に
はしたくないものです。

水鳥公園指導員　神
かみ

谷
や

　要
かなめ
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